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未来へ、安定・堅実な財政運営を推進します

令和６年度一般会計予算

 前年度から５億３３００万円増加

【主な歳入の増減】
・町税　　　　�個人町民税に係る定額減税などにより、5423 万円（4.5％）減少しています。　　　　　　　

※定額減税による減収分は、全額地方特例交付金で措置されます。
・地方交付税　�国の地方財政計画などにより１億円（4.1％）増加しています。
・国庫支出金　�防衛施設周辺対策事業補助金（芦屋東小学校校舎大規模改修）やデジタル基盤改革支援補助金（自治

体情報システムの標準化・共通化対応事業）などの増額により１億4569万円（12.0％）増加しています。
・町債　　　　�魚見公園整備事業やテニスコート改修事業などの増額により２億3040万円（29.2％）増加しています。

歳入歳入

【主な歳出の増減】
・民生費　�自立支援給付費、障害児通所支援費、児童手当、山鹿小学校学童クラブ改修事業などの増額により、

1億 7478 万円（7.1％）増加しています。
・総務費　�自治体情報システムの標準化・共通化対応事業などを行いますが、町有地法面崩落対策工事や庁舎屋

上防水改修工事などの減額により全体では 2億 2259 万円（9.8％）減少しています。
・土木費　�魚見公園整備事業、下水道事業会計補助金、レジャープールアクアシアン整備事業

の増額などにより 4億 1718 万円（45.1％）増加しています。
・教育費　�テニスコート改修事業や芦屋東小学校・山鹿小学校体育館LED化事業の増額などに

より1億 894万円（11.6％）増加しています。

歳出歳出

▽問い合わせ　財政係（☎２２３‐３５７８）

【自主財源内、その他の内訳】
　�諸収入８億9309万円（うち、モーターボート競走事業
収入７億円）、寄附金5257万円、繰越金5000万円、
分担金・負担金3513万円、財産収入3063万円

【依存財源内、その他の内訳】
　�地方特例交付金6263万円、地方譲与税3510万円、法人事業税交
付金2452万円、株式等譲渡所得割交付金746万円、配当割交付金
712万円、環境性能割交付金637万円、利子割交付金33万円

町税
11億5526万円

その他
10億
6142万円

使用料・手数料
１億 9964万円

● 地方交付税
25億 4000万円

町債
10億
1940万円

国庫支出金
13億6440万円

●

県支出金
４億 9981万円

その他
１億4353万円

地方消費税交付金
３億 3025万円

●

①消防費  ２億 7820万円、②商工費  ２億 5787万円
③農林水産業費 １億 2966万円、④議会費  １億 932万円、⑤その他  2789 万円

①①総務費
20億 4307万円

民生費
26億 2378万円

土木費
13億
4132万円

公債費
10億
1664万円

教育費
10億
4789万円

衛生費
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8736万円
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自主財源 38.3％ 依存財源 61.7％

●繰入金
12億4929万円

歳入

歳出
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  主な事業主な事業
　第６次総合振興計画前期基本計画に基づき、次の事業に取り組みます。

※ 10万円未満は四捨五入

住民とともに進めるまちづくり
●人材育成事業補助金� 90 万円
●ボランティア活動センター運営事業� 630 万円
●自治区活性化事業交付金� 700 万円

子どもがのびのびと育つまちづくり
●子ども医療費助成金� 6480 万円
●出産祝金� 850 万円
●小中学校・高校生等通学費補助金� 1020 万円
●学校給食費負担軽減事業� 2050 万円
●新婚 ･子育て世帯民間賃貸住宅家賃補助金
� 600 万円

●学力向上事業� 3380 万円
●小中学校情報機器（ＩＣＴ）活用事業� 6180 万円
●芦屋東小学校校舎大規模改修事業�１億3080万円

活力ある産業を育むまちづくり
●粟屋地区農道側溝改良事業� 2410 万円
●創業促進支援事業補助金� 1400 万円
●空き店舗等活用事業補助金� 310 万円
●レジャープールアクアシアン整備事業�9240万円
●あしや花火大会実行委員会補助金� 1850 万円
●あしや砂像展実行委員会補助金� 3370 万円
●特産品開発支援事業補助金� 580 万円
●芦屋港活性化推進事業� １億 3660万円

いきいきと暮らせる笑顔のまちづくり
●巡回バス運行事業� 2080 万円
●老人憩の家運営事業� 2620 万円

安全で安心して暮らせるまちづくり

●防災倉庫整備事業� 770 万円
●城山公園法面整備事業� １億 880万円
●老朽危険家屋等解体補助金� 1500 万円
●防犯カメラ設置補助金� 50 万円
●消費者生活相談事業� 500 万円
●高齢者運転免許証返納者支援事業� 60 万円

環境にやさしく、 快適なまちづくり
●緑ヶ丘団地改修事業� 6410 万円
●定住促進奨励金� 940 万円
●タウンバス運行事業� 8930 万円
●タウンバス購入事業� 2900 万円

心豊かな人が育つまちづくり

●図書館運営事業� 2040 万円
●芦屋釜の里運営事業� 5280 万円

 主な事業
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未来へ、安定・堅実な財政運営を推進します

商工業の振興に役立てます

●創業促進支援事業補助金� 1200 万円
●空き店舗等活用事業補助金� 100 万円

移住・定住などの
住宅施策に役立てます

●中古住宅解体後の新築住宅建築補助金�100万円

芦屋町の魅力を活かした
観光推進に役立てます

●あしや砂像展実行委員会補助金� 1500 万円
●あしや花火大会実行委員会補助金� 1600 万円
●特産品開発支援事業補助金� 400 万円
●芦屋港活性化推進事業� 3200 万円
●シティプロモーション等観光推進事業� 800 万円

町民の皆さんが利用する
施設運営費に役立てます

●町民会館運営事業� 1400 万円
●芦屋釜の里運営事業� 500 万円
●老人憩の家運営事業� 2600 万円
●公民館・図書館運営事業� 7000 万円
●ボランティア活動センター運営事業� 500 万円

将来への備えに役立てます
●競艇収益まちづくり基金積立金� ２億円
●公共施設等整備基金積立金� １億円

そのほか皆さんの生活に役立てます

●テレビ受信料補助金� 1000 万円
●敬老祝金� 800 万円
●コンビニ交付（住民票・税証明等）事業
� 500 万円
●子育て支援事業� 2200 万円
●タウンバス運行事業� 2600 万円
●町営住宅等整備事業� 3000 万円
●国民健康保険特別会計繰出金� 3000 万円
●下水道事業会計補助金� 2000 万円

モーターボート競走事業会計からの収益金モーターボート競走事業会計からの収益金

学校教育の支援に役立てます

●学力向上事業� 500 万円
●小中学校情報機器（ICT）活用事業� 1500 万円
●学校給食費負担軽減事業� 2000 万円

　ボートレース芦屋ではさまざまな収益向上策に取り
組んでいます。モーニングレースによる電話投票の売
り上げが好調であるため、令和６年度はモーターボー
ト競走事業会計から 7億円の収益金を見込んでいま
す。この 7億円は次の事業に活用し、芦屋町の活性化
や町民の皆さんの生活に役立てていきます。

　今年度は、８月
にＧⅠ周年記念競走
を開催します。

モーターボート競走事業会計からの収益金
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　特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収入により事業を行う場合、その事業の経理
をほかの会計と区別する必要があるため、法律や条例に基づいて設置しているものです。

※１万円未満は四捨五入

  特別会計予算特別会計予算

国民宿舎特別会計
収支　4751万円

　利用者サービスの向上などを目的に、指定管理
者制度を導入した経営の19年目です。
　主な収入は、一般会計繰入金4247万円、指定
管理者からの納入金400万円です。
　主な支出は、屋上防水改修工事と施設整備の
修繕料です。

公共下水道事業会計
収益的収入� ７億 3823 万円
収益的支出� 8 億　293 万円
資本的収入� 6 億 5190 万円
資本的支出� 8 億　　87 万円

　主な収益的収入は、下水道使用料３億4180
万円や一般会計からの補助金です。主な収益
的支出は、管

かんきょ
渠やポンプ場、浄化センターに

要する経費のほか、減価償却費や企業債の支
払利息です。
　主な資本的収入は、企業債借入金、国庫補
助金（社会資本整備総合交付金）、一般会計
補助金です。
　主な資本的支出は、浄化センター自家発電設
備改築工事委託、企業債の返済費用などです。

モーターボート競走事業会計
収益的収入
収益的支出

1349 億� 8418 万円
1303 億� 3174 万円

資本的収入
資本的支出

� 0 万円
� 10 億  9448 万円

　主な収益的収入は、芦屋本場開催に伴う勝
舟投票券発売金 914 億 9100 万円や場外発
売受託事業収入です。
　主な収益的支出は、売り上げに伴う払戻金
や交付金などの法定費、選手賞金、場外発売
受託事業費などです。
　主な資本的支出は、２階スタンド改修工事な
どの施設改良費やリース資産購入費などです。

国民健康保険特別会計
収支　16 億 4634 万円

　職場の健康保険と後期高齢者医療制度に加
入している人や生活保護を受けている人を除
く全ての人が加入する国民健康保険の保険給
付を行う制度です。
　主な収入は、加入者が納める国民健康保険税
（後期高齢者支援金・介護保険料を含む）2億
828万円、県からの補助金12億1574万円です。
　主な支出は、保険給付費と国民健康保険事
業費納付金で全体の 93.1％を占めています。

後期高齢者医療特別会計
収支　２億 8071 万円

　75 歳以上の高齢者などに対する医療へ保
険給付を行う制度です。
　主な収入は、保険料 1億 9378 万円、一般
会計繰入金 7894 万円です。
　主な支出は、後期高齢者医療広域連合納付
金で全体の 93.2％を占めています。

給食センター特別会計
収支　１億 6204 万円

　給食センターでは、毎日、安全・安心でお
いしい給食を目指して調理をしています。
　主な収入は、学校給食費収入が4365万円、一
般会計からの繰入金が１億1637万円です。
　主な支出は、賄材料費のほか、給食調理業
務等委託費などです。

芦屋中央病院貸付金特別会計
収支　3 億 1545 万円

　芦屋中央病院に関する町債の借り入れや、
借り入れた町債の返済を行うための特別会計
です。
　主な収入は、医療機器購入に伴う町債の借
り入れで 6000 万円です。
　主な支出は、町債の返済費用で２億 5545
万円です。

 特別会計予算
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

３月２日　ふれあい文化講演
笑いや芝居が好きな人はぜひ狂言を見てほしい

２月18日　遠賀郡消防合同訓練
町民の安心・安全を守るために町民の安心・安全を守るために

　芦屋海浜公園第一駐車場で遠賀郡消防合同訓練が行われました。この
訓練は、火災による被害軽減のため、消火活動を敏速かつ正確に実施す
る一連の流れを確認することを目的としています。今回、芦屋町消防団
の訓練内容が評価され、指揮者として、第１分団の入江貴大班長（花美
坂）が優秀番員賞、第３分団が優秀分団賞、また、第１分団が最優秀分
団賞を受賞し日頃の訓練の成果を発揮しました。
　町民の安心・安全を守る消防団員は、地域社会になくてはならない存在です。現在、芦屋町では消防団員を
募集していますので、興味を持った人は、庶務係（☎２２３‐３５７２）まで問い合わせてください。

� ２月 17日　秋川雅史　千の風になってコンサート
芦中生徒と秋川芦中生徒と秋川雅雅

まさふみまさふみ
史史さんのハーモニーが響きわたるさんのハーモニーが響きわたる

　あしや夢リアホールで秋川雅史さんのコンサートが行われ、特
別企画として、芦屋中学校吹奏楽部と生徒会の皆さんが秋川さん
と一緒に『千の風になって』を大合唱しました。前月の 1月 16
日には秋川さんが芦屋中学校を訪れ、歌い方を伝授してくれまし
た。練習の成果もあり、本番ではすばらしい歌声を披露していた
生徒たち。吹奏楽部部長の石

いしばし
橋夏

かのん
音さんは「本番直前まで不安な

気持ちでいっぱいだったが、いざ歌ってみるとすぐに終わってし
まってもっと歌いたいと思った。秋川さんに、技術も大事だが相
手を喜ばせたいという気持ちも大事だと教えてもらったので今後
の部活などで生かしていきたい」と話していました。

　町民会館でふれあい文化講演「初心者のための狂言の楽しみ方講座」
が行われました。国の重要無形文化財（能楽）保持者で講師の大蔵流
狂
きょうげんかた
言方　河

かわはら
原康

やす お
生さんが、助手の宮

みやもと
本雄

ゆう じ
二さんと狂言を実演・解説。参

加した人は「初めて狂言を見るからとても楽しみにしていた。たくさん
声を出して笑ったのでいい気分転換になった」と笑顔で話していました。

�２月17日　芦屋歴史の里特別展　「ミシンと洋服（温かさと思い出と）」
　２月６日から芦屋歴史の里特別展「ミシンと洋服（温かさと思い出と）」
が始まりました。２月17日にはギャラリートークも行われ、参加者は、衣
服の歴史などの説明を聞きながら、展示された昔の洋服をじっくり見てい
ました。特別展は、５月６日月まで行っています。

花開く「洋裁文化」花開く「洋裁文化」

広報あしや　2024.5 ⑥



� ３月３日　ASHIYAシンフォニック吹奏楽団第 11回定期演奏会
１歳児から高齢者が笑顔で手拍子１歳児から高齢者が笑顔で手拍子

　町民会館で計10曲が演奏されました。第一部はサックスアンサンブルによ
るジャズアレンジの「星に願いを」など、楽器のかっこよさを存分に感じられ
る構成でした。第二部は、「ワタリドリ」を含む邦楽ロック曲のメドレーや、中
学生と合同で演奏した「リトル・マーメイド」メドレーなど親しみやすい選曲で、
会場は一体となって手拍子をするなど、大いに盛り上がりました。

� ３月８日　芦屋中学校卒業式
中学校卒業おめでとう！中学校卒業おめでとう！

　芦屋中学校で卒業式が行われ、110 人の卒業生が巣立ち
ました。卒業生は、新型コロナウイルス感染症対策の影響で、
入学式は来賓なし、保護者の参加は１人のみだった学年です。
徐々に制限が解かれ、修学旅行では３年ぶりに関西圏へ行く
など、仲間たちと一生の思い出を作ることができました。最
後の学活では、自ら家族への感謝を伝えるなど立派に成長し
た姿を見せていました。

２月 21日　若松法人会図書贈呈×芦屋東小学校
こどもたちに本を読むことの楽しみを

　公益社団法人若松法人会より芦屋東小学校へ図書が寄付されまし
た。こどもの「調べたい」「知りたい」という気持ちが高まるよう、
防災に関するものなど 23冊の本が選ばれました。石橋勝志校長は
「大変うれしい限りです。こどもたちに心の栄養を与えてくださり、
誠にありがとうございました」と話していました。
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こ
ど
も
食
堂
へ
の
未
使
用
食
料
品
の

寄
付
を
遠
賀
信
用
金
庫
で
募
集

　

こ
ど
も
食
堂
を
支
援
す
る
た
め
に
、
遠
賀

信
用
金
庫
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
未
使
用
食

料
品
の
寄
付
）
を
行
い
ま
す
。
当
金
庫
の
役

職
員
も
こ
の
活
動
に
参
加
し
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

と
き　
５
月
１
日
水
～
31
日
金
の
平
日
・

午
前
9
時
～
午
後
3
時

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
信
用
金
庫
の
全
店

▽�

取
り
扱
え
る
食
品　
賞
味
期
限
が
２
カ
月

以
上
残
っ
て
い
る
、
未
開
封
で
常
温
保
存

で
き
る
食
品
。（
例
）
◦
缶
詰
な
ど
の
加
工

食
品
◦
穀
類
・
麺
・
粉
製
品
（
玄
米
、
精

米
、パ
ッ
ク
ご
飯
、シ
リ
ア
ル
食
品
、麺
類
、

小
麦
粉
な
ど
）
◦
調
味
料
◦
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
（
カ
ッ
プ
麺
、お
茶
漬
け
、み
そ
汁
、

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
）
◦
レ
ト
ル
ト
食
品
◦

乾
物
（
海
苔
、か
つ
お
節
、昆
布
、煮
干
し
、

豆
類
、
春
雨
な
ど
）
◦
お
菓
子
類

▽�

取
り
扱
え
な
い
食
品　
（
例
）
◦
冷
凍
・
冷

蔵
食
品
◦
生
鮮
食
品
（
生
肉
・
魚
介
類
・

生
野
菜
）
◦
酒
類
◦
お
弁
当
◦
開
封
さ
れ

て
い
る
食
品
◦
賞
味
期
限
が
２
カ
月
を
切

っ
て
い
る
も
の

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
信
用
金
庫
地
域
貢

献
課
（
☎
２
８
１
‐
１
５
０
５
）

２
０
２
４
年
度

韓
国
語
講
座
の
受
講
生
を
募
集

▽�

対
象　
入
門
ク
ラ
ス
（
韓
国
語
が
全
く
わ

か
ら
な
い
人
）

▽�

と
き　
５
月
13
日
月
開
講
で
毎
週
月
曜
日

（
月
3
回
）・
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽�
と
こ
ろ　
遠
賀
韓
国
会
館
（
水
巻
町
頃
末

南
、
駐
車
場
あ
り
）

▽�

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

▽�

受
講
費　
月
額
３
０
０
０
円（
入
学
金
無
料
）

▽�

申
し
込
み　
遠
賀
韓
国
会
館
（
☎
２
０
１

‐
１
８
２
３
）
ま
た
は
（
☎
０
９
０
‐
４

４
７
５
‐
９
０
６
６
）

あ
す
な
ろ
猫
事
業　

～
飼
い
主
の
い

な
い
猫
へ
の
不
妊
・
去
勢
手
術
支
援
～

　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会
は
、
殺
処
分
さ

れ
る
不
幸
な
猫
を
減
ら
す
た
め
、
ま
た
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
と
共
生
を
目
指
す
地
域
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て
不

妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

動
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
増
加
や
ふ
ん
尿
問
題
を
減

ら
し
、
地
域
の
環
境
改
善
や
近
隣
住
民
の
ト

ラ
ブ
ル
を
軽
減
す
る
な
ど
、
人
と
猫
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▽�

支
援
内
容　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
、
メ
ス

１
頭
に
つ
き
１
万
１
０
０
０
円（
税
込
み
）、

オ
ス
１
頭
に
つ
き
５
５
０
０
円
（
税
込
み
）

で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
す
。

※
手
術
料
金
は
自
己
負
担
で
す
。

▽�

予
定
頭
数　
４
０
０
頭

▽�

対
象
と
要
件　
①
芦
屋
町
を
含
む
対
象
地

域
に
す
ん
で
い
る
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　
②
申
込
者
も
対
象
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と 

　
③
申
し
込
み
は
１
人
１
頭
ま
で 

▽��

申
込
期
限　

一
次
締
切
＝
５
月
15
日
水
、

二
次
締
切
＝
10
月
１
日
火
（
い
ず
れ
も
締

め
切
り
後
に
抽
せ
ん
）

※�

一
次
当
せ
ん
で
予
定
頭
数
の
手
術
が
完
了

し
た
場
合
、
二
次
抽
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽��

問
い
合
わ
せ　
（
公
社
）
福
岡
県
獣
医
師
会

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
委
員
会
（
☎
〈
０
９
２
〉

７
５
１
‐
４
７
４
９
）

看
護
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

　
「
人
の
“
い
の
ち
”
を
支
え
る
仕
事
っ
て
ど

ん
な
だ
ろ
う
？
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

看
護
の
魅
力
を
知
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
５
月
18
日
土
・
午
前
10
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
（
福
岡
市

東
区
）

▽�

内
容　
①
記
念
式
典 

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

③
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー 

④
看
護
の
進
路
・

進
学
個
別
相
談
（
④
は
要
予
約
）

▽�

④
の
申
し
込
み　
「
看
護
の
日
」
特
設
サ
イ

ト
へ

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
看
護
協
会（
☎〈
０

９
２
〉
４
０
２
‐
１
５
１
７
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

　

遠
賀
郡
４
町
と
中
間
市
の
合
同
で
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
を
行
い
ま
す
。

　
聴
覚
障
が
い
や
聴
覚
障
が
い
者
の
生
活
へ
の

理
解
を
深
め
、
日
常
生
活
で
必
要
な
手
話
の

表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
26
日
～
12
月
11
日
の
毎
週
水
曜

日
（
祝
日
と
８
月
14
日
、10
月
23
日
を
除
く
）

全
23
回
・
午
後
７
時
～
９
時

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町
中
央
公
民
館
２
階
（
水

巻
町
頃
末
北
）

▽�

対
象　
遠
賀
郡
・
中
間
市
内
に
住
ん
で
い

る
、
ま
た
は
勤
め
て
い
る
人

▽�

内
容　
手
話
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
入
門
課
程

▽
定
員　
20
人
程
度

▽�

費
用　
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▽�

申
し
込
み　
５
月
29
日
水
ま
で
に
、障
が
い

者
・
生
活
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３

０
）
へ

みんなの

ひろば

あすなろ猫事業
ホームページ
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●
浜
木
綿
俳
句
会

う
ぐ
ひい

す
や
野の

だ
て点
の
椅
子
を
譲
ら
る
る

�

池
田
千
恵
子

蜑あ
ま
ろ
じ

路
地
の
と
ど
の
つ
ま
り
の
落お

ち
つ
ば
き椿

�

小
川　
雪
野

釣
銭
で
買
ひい

足
す
も
の
に
雛
あ
ら
れ

�

吉
住　
利と

し
え枝

鯉
跳
ね
し
あ
と
深し

ん
か
ん閑
と
水
温ぬ

る

む

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

三
月
来く

語
り
伝
へ
む
あ
の
日
の
こ
と

�

田
尾
三
千
枝

若
き
日
の
旅
よ
み
が
え
る
春
満
月

�

縄
田　
惠
子

流
木
も
貝
も
ま
ま
ご
と
磯
遊
び

�

仲
山
ク
ニ
子

小
鳥
来
る
駅
舎
に
在
り
し
伝
言
板

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

羊よ
う
か
ん羹
と
濃
い
目
の
コ
ー
ヒ
ー
口く

ち

な
か
は

甘
く
て
苦
く
幸
せ
に
な
る

�

後
藤　
征ゆ

き

子

籠か
ご

の
鳥
猫
に
お
そ
わ
れ
飛
び
去
る
も

家
の
め
ぐ
り
で
幾い

く
あ
さ朝
も
啼な

く

�

麻
生　
清き

よ
こ子

冷
凍
の
鯖さ

ば

の
煮
つ
け
の
骨
な
し
を

食
べ
や
す
け
れ
ば
一い

っ
ぴ
ん品
と
す
る

�

宮
﨑
佐
代
子

白し
ら
さ
ぎ鷺
が
飛
び
立
つ
を
見
た
そ
の
朝
は

合
格
の
知
ら
せ
届
い
た
日
な
り
き

�

村
上　
一か

ず
え惠

アルプス席の母
  早見　和

か ず ま さ

真　著  

　秋山菜々子は、神奈川で
看護師をしながら一人息子
の航太郎を育てていた。野
球のシニアリーグで活躍す
る航太郎には関東一円から
スカウトが来ていたが、選
んだのはとある大阪の新

しんこう
興

校
こう
だった。息子とともに、

菜々子もまた大阪に拠点を
移すことを決意するが―。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日火、13日月、20日月、23日木、
27日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前 10 時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ５月

と　き 　　出　演・催　し　　
１日水 赤ちゃんおはなし会たっち
12 日日 にじの会
26 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

△

とき　６月15日土午後1時から（上映時間114分）△

ところ　多目的室△

上映作品　「教
きょうかいし
誨師」△

定員　40 人（事前申し込み先着順）△ �
申込受付　5月１日水より、電話または図書館カ
ウンターで受け付け△ �

内容　牧師の佐伯は、着任したばかりの教誨師。
佐伯は一癖も二癖もある 6人の死刑囚に寄り添い
ながらも、彼らが心安らかに最期を迎えられるよ
う導くのは正しいことなのか苦悩する。そんな中、
ある受刑者に死刑執行の命が下された。

大人の上映会

△

ところ　１階・中央柱特集コーナー
　4月 30 日火の図書館記念日に続
いて、5月は「図書館振興の月」で
す。12日日までの芦屋町図書館「春
の図書館まつり」とあわせて、図書館が舞台の物語
や本にまつわるおはなし、上手な図書館の使い方の
本などたくさん集めていますので、手に取ってみて
ください。

図書館記念日・図書館振興の月特集

【一般書】
魂の歌が聞こえるか 真

し ん ぽ
保　裕

ゆういち
一� 著

繭
まゆ

の中の街 宇野　碧
あおい

� 著
spring（スプリング） 恩

お ん だ
田　陸� 著

山の上の家事学校 近藤　史恵� 著

【児童書】
死の森の犬たち アンソニー・マゴーワン�作
うさぎになった日 村中　李

り え
衣� 作

ほんとにともだち？ 如
きさらぎ

月　かずさ� 作
きみとぼく 谷口　智

とものり
則� 作

へんしんヒーロー あきやま　ただし�作
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①

②
⑥
⑦
③

⑰

⑧

⑨
⑤

⑯

④

⑪

⑩
④

⑫
⑬
⑭

⑱

⑳

㉑

㉒

⑲

㉘

㉓

㉔

㉕

㉙

㉖
㉗

⑮

㉚

　�　自治区は、皆さんが安心して生活でき、「芦
屋町に住んでよかった」と思える自治区づ
くりを目指しています。
　�　自治区の活動は、地域や生活に密着して
いるので、それぞれの自治区の特性も生か
し、また、区長間で協力しながら、行政と連
携も図り、活動の輪を広げています。ご近
所と絆

きずな
を深め、人と人との助け合いを大切

にすることが、防災、交通安全、防犯活動
などに生かされ、皆さんが安全安心に生活
できる自治区になっていきます。詳しくは、
住んでいる区の区長におたずねください。
� 芦屋町区長会会長　福原　光次

　
町
に
は
、
30
の
自
治
区
が
あ
り
ま
す
。

　
各
自
治
区
で
は
、地
域
の
防
犯・防
災
活
動
、

環
境
美
化
活
動
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参
加
で

き
る
交
流
行
事
を
企
画
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
、
一
番
頼
り
に
な
る
の
は
、

隣
近
所
の
人
た
ち
で
す
。

　

あ
な
た
も
自
治
区
に
入
っ
て
、
隣
近
所
の

協
力
関
係
を
さ
ら
に
広
げ
、
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

区
長
名
簿
は
、
区
長
会
か
ら
の
情
報
に
よ
り

作
成
し
て
い
ま
す
（
敬
称
略
）。

中ノ浜区 第一緑ヶ丘区 粟屋区
中西　徳樹 三田　光宏 石川　智雄

金屋区 第三緑ヶ丘区 大城区
菊地　隆司 工藤　良一 廣瀬　利磨

中小路区 正門町区 浜口区
小山　繁信 豊岡　正幸 福原 　光次 

市場区 第二緑ヶ丘区 東町区
柴田　一馬 六田　てるよ 島岡　清孝

浜崎区 船頭町区 高浜町区
林　知幸 中西　利行 古長　撓男
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①

②
⑥
⑦
③

⑰

⑧

⑨
⑤

⑯

④

⑪

⑩
④

⑫
⑬
⑭

⑱

⑳

㉑

㉒

⑲

㉘

㉓

㉔

㉕

㉙

㉖
㉗

⑮

㉚

▽�

問
い
合
わ
せ　
住
ん
で
い
る
区
の

区
長
ま
た
は
地
域
振
興
・
交
通
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

芦屋町の自治区

① 粟屋 ⑯ 幸町
② 大城 ⑰ 白浜町
③ 浜口 ⑱ 雁木
④ 東町 ⑲ 三軒屋
⑤ 高浜町 ⑳ 万町
⑥ 第一緑ヶ丘 ㉑ 浦
⑦ 第三緑ヶ丘 ㉒ 元町
⑧ 正門町 ㉓ 丸の内
⑨ 第二緑ヶ丘 ㉔ 柏原
⑩ 船頭町 ㉕ 正津ヶ浜
⑪ 中ノ浜 ㉖ 田屋
⑫ 金屋 ㉗ はまゆう
⑬ 中小路 ㉘ 大君
⑭ 市場 ㉙ 江川台
⑮ 浜崎 ㉚ 花美坂

さ
さ
え
あ
い
、
と
も
に
創つ
く
る
芦
屋
町

あ
な
た
の
地
域
の

自
治
区
長
紹
介

自
治
区
長
紹
介

田屋区 浦区 幸町区
重岡　義成 吉永　かおり 吉田　敏明

はまゆう区 元町区 白浜町区
今中　達也 柴田　篤 山田　寛

大君区 丸の内区 雁木区
森　真奈美 畠山　剛 坂尾　清明

江川台区 柏原区 三軒屋区
倉本　信吾 野津　利一 荻堂　幸男

花美坂区 正津ヶ浜区 万町区
坂本　文秀 木村　勝則 鶴原　洋一

⑪



民生委員・児童委員は
地域の皆さんの暮らしを見守る
ボランティアです � ▽問い合わせ　障がい者・生活支援係

（☎２２３‐３５３０）

○�民生委員・児童委員は、民生委員法と児童福祉法に基づき、厚生労働大臣から委嘱された
地域福祉を担うボランティアです。非常勤の地方公務員として位置づけられています。
○�活動内容は、同じ地域で生活する住民の一員として、皆さんからのさまざまな生活上の困
りごとや心配ごとに関する相談に応じ、必要な支援を受けられるよう、地域の専門機関へ
の「つなぎ役」をしています。また、こどもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配
ごとなどの相談・支援などを行う児童委員も兼ねています。

民生委員・児童委員を紹介します（敬称略）。
秘密を守りますので、気軽に相談してください。

田
たなか
中　守

もりしげ
成

（祇園町）

倉
くらずみ
住　けい子

こ

（正門町１～７）

小
こと く
德　薫

かおる

（高浜町８～16）

芦屋町民生委員
児童委員協議会会長

加
かと う
藤　まゆみ

（船頭町１～３、７～10）

副会長

古
こちょう
長　撓

ためお
男

（高浜町 21～ 26）

副会長

藤
ふじわら
原　ケ

け い こ
イ子

（高浜町 2、18～20）
工
くど う
藤　節

せつこ
子

（高浜町１、３～７、17）

内
うちやま
山　仁

ひとし

（白浜町６～８）

真
さな だ
田　憲

けんいち
一

（船頭町４～６、11～13）

青
あお の
野　壽

す み こ
美子

（白浜町１～５、幸町１）
吉
よし だ
田　まり子

こ

（幸町２～９）

中
なかにし
西　シ

し ず え
ズヱ

（西浜町 10～ 17）
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●� �悩みや心配ごとは当事者や家族だけではなかなか解決しな
い、近所の人にも相談しにくい。そんなときこそ、秘密を守
る義務もある民生委員・児童委員に相談してください。

　例えば
　・失業や経済的困窮による生活上の心配ごと
　・医療や介護の悩み
　・こどものしつけの仕方がわからなくて不安
　・�近所で児童虐待、高齢者虐待らしい様子に気付いたが、
だれに言ったらいいのかわからない

● �こんなこともしています
　・行政や関係機関との連絡
　・高齢者の在宅訪問
　・�災害発生時の高齢者や障がい者の避難支援
　・�小中学生やひとり暮らし高齢者の見守り活動

民生委員・児童委員
シンボルマーク

高
たかいわ
岩　忠

ただみ
美

（緑ヶ丘１）

今
いまむら
村　智

としてる

（田屋、はまゆう）
松
まつ だ
田　宏

ひろし
志

（大城）

工
くど う
藤　良

りょういち
一

（緑ヶ丘７）

中
なか い
井　達

たつぞう
藏

（正津ヶ浜）

湯
ゆあ さ
浅　成

せいこ
子

（花美坂）

刀
と ね
根　ふさ子

こ

（大君、後水町住）

岡
おか
　夏

なつ こ
子

（江川台）
泉
いずみはら
原　久

く み こ
美子

（主任児童委員）
上
かみしもと
四元　惠

けいこ
子

（主任児童委員）

【欠員地区】
◦中ノ浜１～４、
　８～ 13
◦西浜町１～９、
　中ノ浜５～７
◦浜口町４～６、
　鶴松中層
◦粟屋
◦三軒屋
◦雁木、万町、浦、
　元町
◦柏原、丸の内

松
まつお
尾　シ

し ず こ
ズ子

（浜口町１～３、７～９）
梶
かじわら
原　鉄

てつたろう
太郎

（正門町８～ 15）
今
いま だ
田　勝

かつまさ
正

（新緑ヶ丘団地）
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Let's SportsLet's Sports
まちの
スポーツクラブ紹介

■ �種目ごとに団体名、練習場所、時間、代表者を掲載しています。
入会を希望する人は、直接代表者へ申し込んでください。

■ �スポーツ団体の登録など、スポーツ関係の問い合わせは、
芦屋町体育協会（総合体育館内☎２２２‐０１８８）へ

団体名 練習場所 代表者 電話番号日　時

ソフト
バレー
ボール

ラブソフト 総合体育館 水・土 午後８時から 加納久子 ２２２‐０３７７
はまゆうＳＶ会 総合体育館 火 午前 10 時から 長沢正行 ２２３‐０２９１
バイオレットＺ 小体育館 土 午後８時から 横手利恵子 ２２２‐０６９１
老連ソフトバレー部 小体育館 月・木 午前８時 30 分から 松本大四郎 ２２２‐３５０６
ソフトバレーボール同好会 小体育館 水 午前 10 時から 今村未野 ２２３‐２０９３
ブルーアタッカーズ 芦屋東小学校体育館 月・木 午後８時から 加藤辰雄 ０９０‐１３４２‐６０３３
スマイルソフトバレーボールクラブ 総合体育館 金 午後８時から 津田和則 ０９０‐１１６４‐５９００
ＨＹＧ 総合体育館 月・木 午後８時から 東山涼子 ０９０‐７５３４‐４２２２
マリンガルズ 総合体育館 水 午後８時から 早瀬 都 ０９０‐８３５７‐１６４９

バレー
ボール

ビッグウェーブ 総合体育館 水 午後８時から �後藤千津子 ０９０‐９５９９‐２４１８
ボンバーズ 総合体育館 火・金 午後８時から 遠藤五月 ２２２‐１１９１
ロビン 総合体育館 火・金 午後８時から 一中美佐 ０９０‐３０１５‐０４００

バドミ
ントン

芦屋町バドミントンクラブ 小体育館 
日 午後４時から、木 午後７時 30 分から 入江徳治 ２２３‐０２３４

バドミントンフレンド 小体育館 土 午後２時から 木室つゆ子 ２２３‐５８２０
芦屋チャレンジ 小体育館 火 午後７時 30 分から �野間久代 ２２３‐２６３０
DETTAN 総合体育館 水 午後８時から 岩崎祐樹 ０９０‐７９８９‐０１５３
ラケット団 小体育館 水 午後７時から 仲石剛士 ０９０‐９０７５‐９９６６

卓球

卓友会 小体育館 火 午前 10 時から 杉村光代 ー
芦屋卓球クラブ 小体育館 月・金 午後７時 30 分から 近藤 朗 ２２２‐２９０３
友好クラブ 総合体育館 水 午後１時から 宇都 智 ０９０‐７３８０‐２００４
レクスポ愛好会

（卓球・ソフトバレーボール） 総合体育館 火・金 午前 10 時から 城ヶ野俊明 ７４１‐５２１９

体操

芦屋町レクダンス同好会 小体育館 木 午前 10 時 30 分から 西村公子 ０９０‐４５８１‐００１８
なでしこレクダンス同好会 武道館 土 午前 10 時から 土生和子 ０９０‐４５８９‐５６８３
ナイスオーダンス同好会 武道館 火 午前 10 時から �向井米子 ２２２‐１８４９
ステップダンス同好会 小体育館 金 午前 10 時から 福田満恵 ２２２‐２０１１
和み会 �小体育館 火 午後１時 30 分から 髙山八恵 ２２２‐１５５８
バレエのストレッチ �総合体育館 金 午後７時から 重岡利栄子 ０９０‐９０７２‐２９０３

剣道 芦屋町剣道連盟 芦屋中学校体育館 土 午後６時 30 分から 高鍋智明 ０９０‐１３６８‐７８６０

弓道 芦屋町弓道連盟 弓道場 日〜土 午前 10 時から 秋武洋子 ０９０‐８４０４‐５２９８

ヨガ
YOGA DIVA 総合体育館 水・土 午前 10 時から 平田順子 ０９０‐３１９１‐９８６９
ヨガ・フィットネス 総合体育館 水・木 午後７時から 藤野ひとみ ０９０‐７４７５‐４０７４

太極拳 芦屋太極拳同好会 総合体育館 金 午後２時から 柴田登志子 ０９０‐９４７１‐１１４９

テコンドー �岡垣町テコンドー連盟芦屋支部 総合体育館 土 午後６時から 植竹嘉孝 ０９０‐９４７０‐４５９３

バスケッ
トボール ＥN 芦屋中学校体育館 金 午後８時から 早川 淳 ０７０‐８５６８‐６７０４

合気道 合気道祥平塾芦屋道場 武道館 金 午後７時から 板井智裕 ０９０‐９７２６‐２７１２
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グラウンド
ゴルフ

絆（きずな） 総合運動公園中央グラウンド
月・土 午前 10 時から 小佐々澄治 ２２２‐３０４１

幸町グラウンドゴルフ同好会 総合運動公園中央グラウンド
木 午前 10 時から 吉永雄児 ２２３‐３４８５

なみかけクラブ 総合運動公園中央グラウンド
水・土 午前８時 30 分から �吉ノ薗岩男 ０９０‐１９２８‐２１８７

ひばり会 総合運動公園中央グラウンド
月・木 午前８時 30 分から 長沢正行 ２２３‐０２９１

大君グラウンドゴルフ同好会 �総合運動公園中央グラウンド
火・金 午前８時 30 分から 國𥔎重太 ２２３‐１０５９

芦屋町身体障害者福祉協議会
�総合運動公園中央グラウンド
第４土 午前９時 30 分から
第１水 午前 10 時から

甲斐清司 ０９０‐７３９０‐８０８０

芦屋グラウンドゴルフクラブ 総合運動公園中央グラウンド
月・木 午前８時 30 分から 宮内 護 ２２２‐１５００

芦屋町シニアグラウンド
ゴルフ同好会

総合運動公園中央グラウンド
火・金 午前８時 30 分から 細川正道 ０９０‐１９７１‐５４６８

総合型スポ
ーツクラブ

�スポネット・しろやま
（障がい者スポーツ） 総合体育館 土 午前９時 30 分から 甲斐清司 ０９０‐７３９０‐８０８０
ふれスポ・あしや

（バトミントン）
小体育館 第１･２･３日 午前９時から
第４土 午前 10 時から 野間久代 ２２３‐２６３０

ふれスポ・あしや
（グラウンドゴルフ）

総合運動公園中央グラウンド
火 午前 10 時から 近藤治郎 ０９０‐５９２６‐７８６７

インディアカ
あしやオレンジ 総合体育館 木 午後８時から 小田富子 ２２３‐２０７１

芦屋レモン 総合体育館 月 午前 10 時 30 分から
金 午後８時から 仁田原真穂 ２２３‐２４２８

団体名 練習場所 代表者 電話番号日　時
硬式テニス 芦屋テニスクラブ 庭球場 日・ 土 午前９時から 黒木 亘 ０９０‐４７０９‐５１６６

バドミ
ントン スタ☆バドスポーツ少年団 総合体育館 月・土、

山鹿小学校体育館 水 星本和浩 ０９０‐９６５５‐９４３６

団体名 練習場所 代表者 電話番号日　時

バレー
ボール

山鹿小ジュニアバレー
スポーツ少年団

総合体育館 木、
山鹿小学校体育館 日・火・土 山本英介 ０９０‐１３６４‐３３６８

芦屋ジュニアバレーボールクラブ 芦屋小学校体育館 日・水・木・土 一中美佐 ０９０‐３０１５‐０４００

軟式野球
山鹿ビクトリー 山鹿小学校グラウンド 日・火・木・土 志村亮二 ０９０‐７４６２‐１９６０
芦屋ビッグドリーム 芦屋小学校グラウンド 日・火・木・土 濵中竜汰 ０８０‐５２４０‐６７５２
芦屋レッドファルコンズ 大君グラウンド 日・火・木・土 石田 巧 ０９０‐７５３５‐３３８１

サッカー
芦屋サッカークラブ 芦屋東小学校グラウンド 

日・火・木・土 野津太介 ０９０‐８８３５‐０７７０

ひびきサッカースクール 総合運動公園中央グラウンド
火・水・金・土 中西伸吾 ２２３‐２７４０

剣道
芦屋正剣会 芦屋小学校体育館 月・火・金

芦屋中学校体育館 土 坂尾謙三 ０９０‐８２２８‐８９７９

山鹿少年剣道クラブ 山鹿小学校体育館 月・木・土 山下 博 ２２２‐０３４５

バスケット
ボール

芦屋ミニバスケットボールクラブ 総合体育館 火・水、山鹿小学校体育館 
金、芦屋東小学校体育館 土 中西健太 ０８０‐１７０７‐４５８４

ＳＰＬＡＳＨバスケットボールクラブ 総合体育館 火・水、
芦屋中学校体育館 木・金 花本大樹 ０９０‐６８９７‐００４６

柔道 芦屋町少年柔道クラブ 武道館 月・木・土 白木雅巳 ２２３‐２２３２

空手 日本空手協会芦屋支部 武道館 火・木 小沢 是 ０９０‐８３９１‐８３０１

陸上 芦屋ジョギングクラブ 祇園崎運動広場 月・火・水・金 井口 功 ０９０‐３０７６‐７９６８

スポーツ少年団スポーツ少年団スポーツ少年団 スポーツ少年団事務局（体育協会内　☎２２２‐０１８８）
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同好会名 曜　日 時　間 講師名 代表者 電話番号

浜木綿俳句会 第２・４火 13：00～ 17：00 ― 池田　幸利 ２２３‐１５５８

水墨画同好会 第２・４水 10：00～ 12：00 上田　明美 徳富　和雄 ２８３‐１５１６

鶴
かくしゅうりゅう

洲流福岡吟詠会 第１・３火 13：30～ 15：30 豊村　鶴洋 塚本　愛子 ２２３‐０２７７

節
せつれいかい
礼会徳田支部（詩吟） 第１～３木 15：00～ 17：00 徳田　満佐子 桝添　正勝 ２２３‐１５９５

モダンフラワー「ケイ・アート」 第２・４水 14：00～ 16：00 勝原　絹代 近藤　愛子 ２２２‐２９０３

千代の会（文化箏
こと
） 第１・３水 10：00～ 12：00 梶原　三千代 日髙　友子 ２２３‐５６４２

ボランティアめるへん 水 10：00～ 12：00 ― 田口　博美 ２２２‐２５９２

英語なんかこわくないぜ 第２・４木 19：00～ 21：00 P
ポ ー ル
aul  S

スティール
teele 池田　晶子 ２２２‐０３９３

絵手紙同好会 木 13：00～ 15：00 田代　恒雄 池田　知津子 ７４１‐６３７７

むつみ会（ストレッチ体操） 木 10：00～ 12：00 ― 井ノ口さつ子 ２２３‐１８４３

森ん子の会（大正琴） 第１・３木   9：00～ 12：00 武内　由美子 塩田　裕子 ２２３‐５１２６

芦屋スケッチさんぽ同好会 第２・４土   9：30～ 12：30 田代　桂子 井上　朱美 ２２３‐２８９４

芦屋俳句クラブ 第１・３木   9：30～ 12：30 岸原　清行 縄田　惠子 ２２３‐１７５８

芦屋墨彩会 第２・４木 13：00～ 15：00 ― ― ―

中央公民館

同好会の仲間を募集します
同好会の皆さんはいつでもあなたの参加を待っています。

気軽にお声かけください。

※�参加・見学希望者は、直接代表者へ申し込んでください。代表者連絡先が未記載
の場合は、中央公民館（☎２２２‐１６８１）に問い合わせてください。
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同好会名 曜　日 時　間 講師名 代表者 電話番号

芦屋濤
なみかけ
懸はまゆう太鼓 土 16：00～ 18：00 小久保　智史 佐竹　真一 ２２３‐０２４１

山鹿公民館

同好会名 曜　日 時　間 講師名 代表者 電話番号

シニアパソコン同好会 木 10：00～ 12：00 石田　恵 西田　俊二 ２２３‐２５６０

着付け同好会 木（月３回）10：00～ 12：00 末吉　典子 村上　一恵 ―

町 民 会 館

同好会名 曜　日 時　間 講師名 代表者 電話番号

東公民館カラオケ同好会 第１・３火 10：00～ 12：00 馬原　加代子 坂尾　千代子 ２２３‐１６８８

３Ｂ体操同好会 第４水 10：00～ 11：30 末吉　典子 後藤　とし子 ２２２‐１２３８

モアニー芦屋フラダンス木曜会 第１～３木 10：00～ 11：00
中野　純子

谷口　恵美子 090‐9479‐7322

モアニー芦屋ワヒネ土曜会 第１～３土 13：00～ 14：00 江島　美香子 ２２３‐４０４５

青葉の会（詩吟） 第２・４木 09：30～ 11：30 波多野　禮子 松尾　節子 ２２２‐３４５７

チェアヨガの会 第２・４水 13：00～ 14：00 城戸　美智代 福田　満恵 ２２２‐２０１１

3Bスマイル同好会（体操） 金 10：00～ 11：00 末吉　典子 上原　松重 ２２３‐３３８４

芦屋東公民館

�同好会を作りたいという人の
相談を受け付けています

▷問い合わせ　公民館・文化係
　☎２２２‐１６８１
　（中央公民館内）
※�同好会の承認には
条件があります。

�文化協会に入会しませんか

�　文化協会に加入すると、文化祭な
どへの参加をとおしてさまざまな団
体の人と交流することができます。
▷問い合わせ　文化協会事務局
　☎２２２‐１６８１
　（中央公民館内）
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国民健康保険税の税率が変わります

▽問い合わせ　国民健康保険制度に関すること　保険年金係（☎２２３‐３５３２）
　　　　　　　国民健康保険税に関すること　　課　税　係（☎２２３‐３５３４）

●国保財政は慢性的な赤字運営
　国民健康保険（国保）は、国民健康保険税（国保税）と国、県、市町村からの補助金により運営されていま
す。国保は被用者保険（社保）に比べて、「年齢構成が高い」、「医療費水準が高い」、「所得水準が低い」という
構造により、財政運営上さまざまな課題を抱えています。また、社保対象者の拡大などにより国保加入者は年々
減少し、一方で、一人あたりの医療費は年々増加傾向にあります。このため、国保財政は慢性的な財源不足に
陥っており、毎年、赤字分を一般会計から補

ほてん
填しています。

　しかし、国は一般会計からの赤字補填を削減するよう市町村に求めており、町は適正な国保税の設定や収納
率の向上、補助金の獲得などの歳入の確保、医療費適正化などによる歳出の抑制を行うことにより、国保財政
の赤字解消に努める必要があります。

●安定的な国保財政の運営を図るために
　今後、町では一般会計からの赤字補填を徐々に解消するため、2年に一度の税率改正を予定しています。今回
の改正では、加入者の負担が急激に増加することがないよう、次のとおり税率や金額を変更しました。
　安定的な国保財政の運営を図るため、皆さんのご理解をお願いします。

●国民健康保険税の税率と金額が変わります
令和５年度 令和６年度 変更点 用語の説明

医
療
分

所得割率 7.60％ 7.40％ 0.2％引き下げ
●�所得割…前年中（１月～
12月）の所得金額に応じ
て負担する金額（総所得
金額－ 43万円）×税率

●�均等割…世帯あたりの国
保加入者の人数に応じて
負担する金額

●�平等割…国保加入世帯が
平等に負担する金額

均等割額 20,000 円 21,200 円 1,200 円引き上げ
平等割額 23,000 円 23,600 円 600 円引き上げ
賦課限度額 650,000 円 650,000 円 変更なし

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割率 2.10％ 2.30％ 0.2％引き上げ
均等割額 5,600 円 6,700 円 1,100 円引き上げ
平等割額 6,500 円 7,500 円 1,000 円引き上げ
賦課限度額 220,000 円 240,000 円 20,000 円引き上げ

介
護

納
付
金
分

所得割率 1.40％ 1.60％ 0.2％引き上げ
均等割額 5,500 円 6,800 円 1,300 円引き上げ
平等割額 4,000 円 5,100 円 1,100 円引き上げ
賦課限度額 170,000 円 170,000 円 変更なし

●軽減を受けることができます
　世帯の総所得金額等が基準所得以下の場合、均等割額や平等割額を軽減します。なお、軽減を受けるための
申請は不要ですが、世帯に前年所得の申告がない人（未申告者）がいると、軽減を受けられません。

【国保税の軽減基準】
世帯主と国保加入者の総所得金額の合計額 軽減割合

43 万円（基礎控除額）+10万円×（給与所得者の数－１）以下 7割軽減
43万円（基礎控除額）+29.5 万円×加入者数+10万円×（給与所得者の数－１）以下 5割軽減
43万円（基礎控除額）+54.5 万円×加入者数+10万円×（給与所得者の数－１）以下 2割軽減
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世帯年金収入 260 万円（夫 200 万円、妻 60万円）
世帯所得 90万円の場合（５割軽減該当）

令和 5 年度 令和 6 年度 変更点
医療分 67,220 円 67,780 円

後期高齢者支援金分 18,720 円 21,260 円
介護納付金分 0 円 0円

合　計 85,900 円 88,900 円 3,000 円増加
※端数処理により合計金額が異なります。

世帯所得 150 万円（夫自営業所得 150 万円、妻・子 0円）の場合
（2割軽減該当）

令和 5 年度 令和 6 年度 変更点
医療分 147,720 円 148,940 円

後期高齢者支援金分 41,110 円 46,690 円
介護納付金分 26,980 円 32,080 円

合　計 215,700 円 227,500 円 11,800 円増加
※端数処理により合計金額が異なります。

ケース１：夫婦のみ（70歳代）

ケース２：夫婦（40歳代）とこども１人（15歳）

令和 6 年度からの国保税はどう変わる？（モデルケース）

医療費の節約に努めましょう
　町では、今後も安心して医療を受けることができる国保財政の運営に努めていきます。そのためには、皆さ
んのご協力が必要不可欠です。国保加入者の一人ひとりが、運動や食事などに気を付け、健康の保持・増進に
努めることが医療費全体の節約、安定した国保財政の運営につながります。

●健康診断を受けましょう
　国保税算出のもととなっている医療費を削減するために、病気の早期発見、早期治療が
重要です。毎年、健康診断を受診するなど、日ごろから健康管理を行いましょう。

●重複受診を控えましょう
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬によりかえ
って体に悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。日ごろから安心して相談できるかかりつけ医を持ち、
上手に医療機関を受診しましょう。

●ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、最初に作られた薬（先発医薬品・新薬）の特許期間終了後に、有効成分、
用法、効能・効果が同等の医薬品として申請され、厚生労働省の許可を受けて製造・販売された、新薬より安
価な薬です。
　ジェネリック医薬品を利用することで自己負担を減らすことができ、医療費も節約することができます。利
用を希望するときは、医者や薬剤師に相談しましょう。
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町知ってくださいＣ

シーオーピーディ

ＯＰＤ

　

肺
気
腫
や
慢

性
気
管
支
炎
と

呼
ば
れ
て
き
た

病
気
の
総
称
で
、

「
肺
の
生
活
習
慣

病
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
特
徴
と
し
て
、
初
期
は
無

症
状
で
あ
り
、
ま
た
、
咳
や
痰
な
ど

は
風
邪
と
症
状
が
似
て
い
て
、
見
過

ご
し
て
し
ま
い
が
ち
と
い
う
点
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
人
の
40
歳
以
上

で
約
５
３
０
万
人
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
治
療
を
行
っ
て
い
る
人
は

そ
の
５
％
に
も
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ほ
ど
認
知
度
が
低
い
の
で
す
が
、

日
本
で
は
毎
年
１
万
人
を
超
え
る
人

が
C
O
P
D
で
死
亡
し
て
お
り
、
日

本
人
男
性
の
死
亡
原
因
の
８
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
た
ば
こ
（
受

動
喫
煙
含
む
）
が
原
因

で
す
。
そ
の
た
め
、
俗

に
「
た
ば
こ
病
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
引
く
咳
、
痰
、
息
切
れ
な
ど
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。「
年
の
せ
い
」「
風

邪
気
味
」
な
ど
と
思
い
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
次
の
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
風
邪
で
は
な
く
、

「
C
O
P
D
」
と
い
う
病
気
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■�

少
し
の
動
作
で
息
切
れ
し
や
す
い

■�

一
度
に
何
度
も
咳
が
出
る

■�

黄
色
や
粘
り
気
の
あ
る
痰
が
出
る

■�

呼
吸
を
す
る
時
に
ゼ
イ
ゼ
イ
・
ヒ

ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
変
な
音
が
す
る

　

１
日
で
も
１
本
で
も
吸
わ
な
い
こ

と
が
悪
化
を
防
ぎ
ま
す
。

　

ま
た
、
一
度
低
下
し
た
肺
の
機
能

は
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
早
期
に

診
断
を
受
け
て
治
療
を
開
始
す
れ
ば

肺
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
？

原
因
は
？

症
状

予
防
と
治
療

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
全
身
の

病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
れ
に

尽
き
ま
す
！

●肺がん
●肺炎
●高血圧
●心不全

●認知症
●うつ病
●脳血管障害

●骨粗しょう症
●筋力低下
●閉

へ い そ く せ い

塞性動脈硬化症

●胃潰
かいよう

瘍
●胃食道逆流症
●糖尿病
●メタボリックシンドローム
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　日本には、さまざまな国から来た人たちが
暮らしています。その人たちとコミュニケー
ションをとる方法として注目されているのが
「やさしい日本語」です。やさしい日本語と
は、日本語に不慣れな外国人にも通じるよう、
難しい言葉や表現を簡単にした日本語のこと
です。現在、日本で暮らす外国人は約 322 万
人いて、この 30年の間に３倍になりました。
国際化が加速する今、皆が安心して暮らせる
地域社会を実現するために、私たちにできる
ことを言葉から考え、身に付けることが大切
です。
　やさしい日本語は 1995 年の阪神淡路大震
災をきっかけに考案されました。この震災で
は、犠牲になった外国人の割合が、日本人の
2倍以上だったため、その反省から外国人に
素早く的確に情報を伝えるための言語として
開発されました。
　やさしい日本語のルールは、「はっきり最後
まで短く言う」のハサミの法則をはじめ、①
擬音語や擬態語、二重否定の表現は避ける、
②文末表現は統一する、③外来語に気を付け
る、④ローマ字は使わない、⑤漢字にルビを
振る、⑥絵や写真、図表を使うなどがあります。
　日本で暮らす外国人は、やさしい日本語を
含めて日本語を話せる人が、英語を話せる人
よりも多いと言われています。しかし、日本
語には文字だけでも 4種類あり、漢字の読み
も複雑で、敬語も発達しているため、表現が
多様で、外国人には難解な言語といわれてい
ます。
　やさしい日本語は、外国人以外にも知的能
力や聴覚などに障がいのある人や、言葉の力
が衰えた高齢者、未熟なこどもに有効です。
相手の日本語の習熟度や状況、様子などを確
認しながら、話の意図が正しく伝わるよう工
夫し、ジェスチャーやうな
ずきなど非言語コミュニケ
ーションも取り入れながら、
やさしい日本語で会話しま
しょう。

差別をなくすために  第 467 号

やさしい日本語で会話しよう

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係
（☎２２３‐３５４６）

　
C
O
P
D
に
な
る
と
、
息
苦
し
さ

か
ら
活
動
量
が
減
り
、
体
を
動
か
さ
な

い
た
め
筋
肉
が
萎
縮
し
、
筋
力
が
低
下

し
ま
す
。
筋
力
が
低
下
す
る
と
要
介
護

に
近
い
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
状
態
に

な
り
や
す
く
、
C
O
P
D
患
者
は
フ
レ

イ
ル
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
逆
に
、
早
期
受
診
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
の
治
療
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

フ
レ
イ
ル
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
C
O
P
D
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
け

れ
ば
防
げ
る
か
進
行
を
緩
和
す
る
こ

と
の
で
き
る
疾
患
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る

現
代
、「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き

る
」
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　

５
月
31
日
金
は
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」、
５
月
31
日
金
～
６
月
６
日
木
は

「
禁
煙
週
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

C
O
P
D
や
喫
煙
に
よ
る
悪
影
響
に
つ

い
て
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

治
療
を
続
け
な
い
と

フ
レ
イ
ル
の
可
能
性
も

ＣＯＰＤ
未治療／管理不十分

フレイル

要介護・寝たきり

死亡

咳
や
息
切
れ

な
ど
に
よ
る

活
動
性
低
下

咳
せき

、痰
たん

、息切れ
それ本当に風邪ですか？

△�やさしい日本語
ホームページ
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問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

連休中の救急医療はこちらへ
●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　
５
月
３
日
金
～
６
日
月
・

午
前
９
時
～
正
午
（
受
け
付
け
は

午
前
11
時
30
分
ま
で
）、
午
後
１

時
～
５
時
（
受
け
付
け
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

▽�
と
こ
ろ　
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ

ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
お
ん

が
病
院
内
☎
２
８
２‐９
９
１
９
）

※�

乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医

師
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※�

事
前
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▽�

当
番
医
院　
５
月
３
日
金
・
水
巻

歯
科
診
療
所
（
水
巻
町
頃こ
ろ
す
え末
南
☎

２
０
３
‐
２
５
０
０
）、
４
日
土
・

守も
り
や谷
歯
科
医
院
（
岡
垣
町
野
間
☎

２
８
２
‐
５
０
５
１
）、
５
日
日
・

岡
田
歯
科
医
院
（
遠
賀
町
松
の
本

☎
２
９
３
‐
４
４
４
８
）

●
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
制
度

　
夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切
な
助

言
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　
月
曜
日
～
土
曜
日
・

午
後
６
時
～
10
時
、
日
祝
日
・
午

後
５
時
～
10
時

▽�

電
話
番
号　

遠
賀
中
間
休
日
急

病
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
２
‐
９
９

１
９
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！  

　
＃
７
１
１
９

　
看
護
師
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。
ま

た
、
最
寄
り
の
医
療

機
関
の
案
内
も
行
い

ま
す
。

▽�

と
き　
24
時
間
年

中
無
休

▽�
電
話
番
号　
＃
７
１
１
９
ま
た
は
、

☎
〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０
９

９
（
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
）

※�

重
症
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
こ
ど
も
の
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心

配
な
と
き
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
平
日
＝
午
後
７
時
～
翌
日

午
前
７
時
、
土
曜
日
＝
正
午
～
翌

日
午
前
７
時
、
日
曜
日
＝
午
前
７

時
～
翌
日
午
前
７
時

▽�

電
話
番
号　
☎
＃
８
０
０
０
ま
た

は
、
☎
〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４

１
１
９
（
福
岡
県
小
児
救
急
医
療

電
話
相
談
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊

急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
お
く
と
、
安
心
で
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
、
健
康
づ
く
り
係
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

病
院
受
診
に
持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
医
療
証
（
高

齢
受
給
者
・
ひ
と
り
親
・
こ
ど

も
・
障
が
い
者
）、
ま
た
は
診
療

依
頼
書
（
生
活
保
護
世
帯
）、
普

段
飲
ん
で
い
る
薬
（
お
く
す
り

手
帳
）。
乳
幼
児
の
場
合
は
追
加

で
、
母
子
健
康
手
帳
、
紙
お
む

つ
、
哺
乳
瓶
、
タ
オ
ル
な
ど

町ホームページ

Q 助ホームページ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
次
の
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
健
康
診
査

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
の
予
防
な
ど
を
目

的
と
し
た
健
康
診
査

▽�

対
象　
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
（
長
期
入
院
中
、
施

設
入
所
中
な
ど
の
人
を
除
く
）

▽�

受
診
票
の
発
送　
４
月
下
旬

※�

令
和
６
年
度
に
75
歳
に
な
る
人
に
は
、

誕
生
月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
限　
令
和
７
年
３
月
31
日
月

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
料　
自
己
負
担
金
５
０
０
円

■
歯
科
健
診

　

口こ
う
く
う腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
の
歯
科
健
診

▽�

対
象　

令
和
６
年
度
に

76
歳
～
80
歳
に
な
る
福

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
（
長

期
入
院
中
、
施
設
入
所
中
な
ど
の
人

を
除
く
）

▽�

受
診
券
の
発
送　
５
月
下
旬

▽�

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

受
診
期
間　
6
月
1
日
土
～
12
月
31

日
火

▽�

受
診
料　
自
己
負
担
金
３
０
０
円

【
共
通
事
項
】

▽�

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
受
診
票

ま
た
は
受
診
券

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
健
康
保

険
証
利
用
の
申
し
込
み
を
す
る
と
被

保
険
者
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
被
保
険
者
証

利
用
に
対
応
す
る
医
療
機
関
に
限
り

ま
す
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
‐
３

１
１
１
）

健
康

・
子
育
て

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　５月 15日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館
※�たんぽぽスタッフが絵本やおも
ちゃを用意して待っています。

５月の日曜開館日　19 日

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前のこどもと保護者です。
⃝問い合わせ　芦屋町子育て支援センター 
　「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

♥親子教室「親子エアロビ」（10組限定）

　 ▽ �とき　５月９日木・午前 10時～ 11時
　※５月２日木から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　汗拭き用タオル・水分補
給の飲み物

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　５月 13 日月・午前 11 時～ 11 時
30分

♥絵本タイム

　 ▽ �とき　５月 17 日金・午前 11 時～ 11 時
30分

♥�すくすく広場「ベビーマッサージ」　
（10組限定）

　 ▽ �とき　５月 21日火・午前 10時～ 11時
　※５月７日火から予約開始

　 ▽ �持ってくるもの　バスタオル・水分補給の
飲み物

♥育児相談
　�【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談

　 ▽ �とき　５月７日火・午前 10時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　母子健康手帳、あしやす
くすくファイル

　※�町外の人も相談できます（予約不要）。
　�【ほほえみ相談】小児専門の臨床心理士によ
る相談

　 ▽ �とき　５月８日水・午前 10時～正午
　※�町内に住んでいる人のみ予約できます。
　�【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め
方相談

　�　５月の相談日はありませんが、気になるこ
とがあれば、気軽に電話してください。
　※次回は、６月 11日火です。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2024.5㉓



み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

健
診
結
果
の
見
方
、
脱
メ
タ
ボ
！

　

あ
な
た
の
血
液
は
サ
ラ
サ
ラ
？
ド
ロ

ド
ロ
？
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る

講
話
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の

試
食
を
行
い
ま
す
。
月
に
1
回
、
全
５

回
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。
健
康
の
こ
と

を
み
ん
な
で
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽�

と
き　

第
1
回
＝
５
月
28
日
火
・
午

前
９
時
30
分
（
９
時
15
分
か
ら
受
け

付
け
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
健
診
結
果
表
ま

た
は
血
液
検
査
結
果
、
筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

５
月
21
日
火
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

通
学
費
補
助
金
の
電
子
申
請
を

開
始
し
ま
し
た

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

通
学
費
補
助
金
の
電
子
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
申
請
期
間
中（
定

期
券
の
使
用
期
限
終

了
日
か
ら
３
カ
月
以

内
）、
24
時
間
土
日
祝

日
問
わ
ず
、
申
請
で

き
ま
す
。

▽�

申
請　

２
次
元
コ

ー
ド
か
ら

※�

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
４
７
）

い
き
い
き
昼
食
会
（
講
話
）
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

令
和
６
年
度
は
、
高
齢
期
難
聴
と
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
の
こ
と
を

学
ぶ
講
話
で
す
。
言
語
聴
覚
士
と
管
理

栄
養
士
が
最
新
の
情
報
を
届
け
ま
す
。

難
聴
と
認
知
症
の
関
係
や
栄
養
の
こ
と

を
学
び
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
当
日
は
試
食
品
の
提
供
が

あ
り
ま
す
。

※�

試
食
品
（
芦
屋
町
食
生
活
改
善
推
進

会
が
調
理
し
た
も
の
）
は
弁
当
と
し
て

提
供
し
ま
す
。

▽�

と
き　
６
月
21
日
金
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
～
11
時
10
分

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
65
歳
以
上
の
人

▽
定
員　
15
人

　日程は天候などで変更になる場合がありま
す。また、事前に電話予約が必要なものもあり
ます。申し込みや問い合わせは、直接、園へお
願いします。

幼稚園・保育所・認定こども園

園開放日５月～６月

◦愛生幼稚園（☎２２３‐０３５８）
と　き 内　容

５月 16日木
10：00～ 11：30 はじめましてようちえん

６月 13日木
10：00～ 11：30 みずあそびをたのしもう

◦認定こども園 芦屋中央幼稚園　　　　　　
　（☎２２２‐０３２７）

と　き 内　容

６月 24日月
10：00～ 11：30

プロ講師による「体育あそ
び」全身を使ってあそぼう
（親子 25組）

◦若葉保育所（☎２２２‐２６２４）
と　き 内　容

５月 23日木
５月 24日金
10：00～ 11：00

わかばまつり（縁日のよう
なゲームコーナーがたくさ
んあります）

※�どちらか日にちを選択して、事前に電話してく
ださい。

健
康

・
子
育
て高校生等通学

費補助金申請

小中学校通学
費補助金申請

高校生等通学費補
助町ホームページ

小中学校通学費補
助町ホームページ
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▽
参
加
費　
３
５
０
円
（
当
日
持
参
）

▽�
申
し
込
み　
６
月
７
日
金
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

人
権
生
活
相
談

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

５
月
２
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

◎�

５
月
16
日
木
＝
橋
本
求も
と
む
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
毎
年
、
全
国
一
斉
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」特
設
人
権
生
活
相
談

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、国
民
の
皆
さ
ん
が

人
と
し
て
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い
く

た
め
の
権
利
（
人
権
）
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権
が

侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、被
害
救
済
の
た
め

速
や
か
に
適
切
な
処
置
を
と
り
、
ま
た
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
努
め
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、あ
な
た
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、家
庭
内
の
悩

み
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、い
じ
め
や

差
別
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
５
月
31
日
金
・
午
前
10
時
～
午

後
３
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
法
務
局
北
九
州

支
局
内　

北
九
州
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
（
☎
５
６
１
‐
３
５
４
５
）

資
源
物
回
収
活
動
団
体
を
募
集

　

芦
屋
町
で
は
、
資
源
物
の
集
団
回
収

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
て
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
団
体
に
奨
励
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
町
内
で
資
源
物
の
集
団
回
収

を
行
っ
て
い
る
団
体
は
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

奨
励
金
の
交
付
に
は
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

▽�

対
象
品
目　
新
聞
紙
、
雑
誌
（
雑
紙

含
む
）、ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
紙
類（
牛

乳
パ
ッ
ク
な
ど
も
可
）、
布
類
、
古
鉄
、

ア
ル
ミ
製
品
な
ど
の
金
属
類
、
あ
き

缶
、
ビ
ン
、
家
庭
用
食
用
油

※�

キ
ロ
グ
ラ
ム
、
リ
ッ
ト
ル
で
表
示
で
き

る
も
の
に
限
り
ま
す
（
ビ
ン
は
本
数
）。

▽�

団
体
登
録
受
付
期
間　
５
月
７
日
火

～
31
日
金

※�

登
録
書
類
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
２

２
３
‐
３
５
３
８
）

り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ

募
集

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
ど
も
た
ち
の
社
会
力
向
上
な
ど
を
目

的
と
し
た
「
り
ー
ど
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
キ

ッ
ズ
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
日ひ
あ
が
り明
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

見
学
や
海
岸
清
掃
、
赤
し
そ
の
収
穫
支

援
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
６
月
～
令
和
７
年
３
月
（
全

７
回
予
定
）

▽�
と
こ
ろ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
（
町
民
会
館
内
）
ほ
か

▽�

対
象　
町
内
の
小
学
校
に
在
学
、
ま

た
は
町
内
に
住
ん
で
い
る
小
学
生

▽�

定
員　
25
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

選
考
の
う
え
抽
選
）

▽�

申
し
込
み　
５
月
８
日
水
～
24
日
金

に
、
申
し
込
み
フ

ォ
ー
ム
か
ら
。
ま

た
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０
１
１
）

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
町
内
小
学
校
を
と

お
し
て
児
童
に
配

布
し
て
い
る
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
セ
ン
タ
ー

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

町
内
の
緑
化
活
動
団
体
を
募
集

　

芦
屋
町
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
、
緑

の
募
金
を
原
資
と
し
、
芦
屋
町
で
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
行
う
活
動
へ
の
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
事
業　
自
治
区
や
学
校
、
公
園

な
ど
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
緑
化
事
業

（
植
樹
な
ど
）

▽�

実
施
主
体　
自
治
区
や
学
校
、
緑
化

活
動
団
体
な
ど

▽�

申
込
期
間　
５
月
１
日
水
～
31
日
金

※�

申
込
書
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

環
境
・

公
園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）

相
談
・
募
集

りーどぼらんてぃあ
キッズ町ホームページ

りーどぼらんてぃあ
キッズ申込5/8～
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町
の
花
壇
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

し
ま
せ
ん
か

　

町
内
の
公
共
花
壇
に
夏
の
花
（
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
）
を
植
え
ま
す
。
花

植
え
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
を
募
集
し

ま
す
。

▽�

と
き　
５
月
25
日
土
・
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
時
間
程
度

※�

雨
天
の
場
合
は
、
５
月
26
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
役
場
前
、
緑
ヶ
丘
交
差
点
、

浜
口
町
交
差
点
、
山
鹿
バ
ス
停
（
芦

屋
方
面
）

※�

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
参

加
を
希
望
す
る
人
は
、
花
壇
へ
直
接

来
て
く
だ
さ
い
。

※
道
具
な
ど
は
役
場
で
用
意
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
８
）

魚
見
公
園
整
備
工
事
の
た
め

立
ち
入
り
禁
止
の
お
知
ら
せ

　

魚
見
公
園
整
備
工
事
の
た
め
、
公
園

内
と
公
園
に
続
く
散
策
路
が
立
ち
入
り

禁
止
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽�

期
間
（
予
定
）　
５
月
７
日
火
～
令
和

8
年
3
月
末

成年後見制度と無料相談
◦成年後見制度とは
　�　認知症や知的障がい、精神障がいなどで判断能力
が不十分な人は、金銭の管理がうまくできなくなっ
たり、悪質な訪問販売で必要のない物を買わされた
りするなどの問題が出てくることがあります。成年
後見制度は、このような人の権利や財産を守る制度
です。
　成年後見制度には
　「任意後見」と「法定後見」があります
　�⃝�「任意後見」は、本人に判断能力があるうちに財
産管理や契約などを支援する任意後見人を選んで
契約で決めておく制度です。

　⃝�「法定後見」は、本人の判断能力が不十分になっ
た後に家庭裁判所によって成年後見人などが選任
される制度です。判断能力によって、「後見」「保佐」
「補助」の３類型があります。

　�　成年後見人などが本人の利益を考えながら、代理
で契約などの法律行為をしたり、不利益な法律行為
を後から取り消したりすることができます。
◦成年後見制度に関する無料電話相談
　�　遠賀郡３町（芦屋町・岡垣町・遠賀町）は「北九
州市成年後見支援センター」と連携し、成年後見制
度に関する相談体制を整えています。
　 ▽受付時間　午前９時～午後５時
　※土日祝・年末年始は休み
　 ▽対象　 町内に住んでいる人とその家族や関係者
　 ▽利用方法　電話または面談
　 ▽ �問い合わせ　北九州市成年後見支援センター（戸畑

区汐井町ウェルとばた３階）（☎８８２‐９１２３）
◦成年後見制度無料出張相談
　�　芦屋町・岡垣町・遠賀町に住んでいる人は、すべ

ての会場で相談できます。
　�　無料出張相談では、北九州市成年後見支
援センターの職員（社会福祉士など）が相
談に応じます。�
�　令和６年度の相談日程

と　き ところ
５月 22 日水

11 月 27 日水
遠賀町中央公民館　

（遠賀町今古賀）
申込先：遠賀町地域包括支援センター
　　　　☎２９３‐１２９３

７月 24 日水
令和７年 1 月 22 日水

芦屋町役場　　　　
（芦屋町幸町）

申込先：芦屋町地域包括支援センター
　　　　☎２２３‐３５８１

９月 25 日水
令和７年３月 26 日水

岡垣町役場
（岡垣町野間）

申込先：岡垣町地域包括支援センター
　　　　☎２８２‐１２１１

　 ▽ �開催時間　各開催日①午後１時 30 分～
2時 30 分②午後 2時 30 分～ 3時 30 分
③午後 3時 30分～ 4時 30分

�　 ▽ �対象　町内に住んでいる人とその家族や
関係者

　 ▽定員　各回３人（先着順）
　※�遠賀町での出張相談は、５月１日水から
遠賀町地域包括支援センターで受け付け
ます。

　※�そのほかの受付開始日は、開催日前に広
報あしやでお知らせします。

　 ▽ �問い合わせ　芦屋町地域包括支援センター
（福祉課内）（☎２２３‐３５８１）

お
知
ら
せ

広報あしや　2024.5 ㉖



※�
工
事
の
状
況
に
よ
り
、
期
間
が
変
更

に
な
る
場
合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

整
備
内
容　
各
展
望
所
、
林
間
広
場

と
園
路
の
整
備
な
ど

▽�

立
ち
入
り
禁
止
区
域　
図
の
太
枠
内

▽�

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
４
２
）

町
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▽�

と
き　
５
月
26
日
日
・
午
前
９
時
15

分
開
会
（
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

※�

荒
天
の
場
合
は
、
６
月
２
日
日
に
延

期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
総
合
運
動
公
園
中
央
グ
ラ

ウ
ン
ド

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
中
学
生

以
上
の
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
各
自
治
区
で
取
り
ま
と

め
の
う
え
、
５
月
14
日
火
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

自
動
車
税
の
納
付
期
限
は

５
月
31
日
金
で
す

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

必
ず
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▽�

納
付
方
法　

⃝
�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
納
税
通
知

書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
納
付

⃝
�

県
税
事
務
所
、
銀
行
、
郵
便
局
、
指

定
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

の
窓
口
で
納
付

▽�

注
意
事
項

⃝
�

住
所
変
更
な
ど
で
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
と
き
は
、
県
税
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⃝
�

自
動
車
を
買
い
替
え
た
人
で
、
下
取

り
な
ど
に
出
し
た
車
の
納
税
通
知
書

が
届
い
た
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に

廃
車
（
抹
消
登
録
）
ま
た
は
名
義
変

更
（
移
転
登
録
）
の
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
手

続
き
を
依
頼
し
た
販
売
会
社
な
ど
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
北
九
州
西
県

税
事
務
所
（
☎
６
６
２
‐
９
３
１
２
）

　軽自動車税（種別割）（以下、軽自動車税）は、
４月１日現在、バイクや軽四輪を所有している人
に課税されます。納税通知書を所有者に送付しま
すので、５月 31日金までに納付してください。口
座振替の場合は、５月 27日月に引き落とされます。
○軽自動車税の減免
　障がい者本人や生計を一緒にする人が、軽自動
車を障がい者の通院などに使用する場合は、軽自
動車税が減免されます。
※一度申請した車両でも、毎年、申請が必要です。
※�障がいの程度によって減免できない場合があり
ます。
※�減免を受けることができる台数は１台です（普
通自動車との併用で減免はできません）。

▽申請期限　5月 31日金

▽必要書類
①軽自動車税減免申請書（税務課窓口にあります）
②軽自動車税納税通知書　

③�身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療
育手帳・戦傷病者手帳
④減免申請車両を運転する人の運転免許証
⑤�納税義務者の個人番号（マイナンバー）または
法人番号が分かるもの
⑥申請者の本人確認書類

※マイナンバーカードを提示すれば、マイナンバ
ーの確認と本人確認がカード１枚でできます。
※代理人が申請する場合は、委任者のマイナンバ
ーの確認と代理人の本人確認と、委任状などが
必要です。

マイナンバー
の確認書類

マイナンバーカード
または通知カード

申請者の本人
確認書類

運転免許証などの顔写真付き公
的身分証明書 1点
※�顔写真なしの書類の場合は 2
点（健康保険証、年金手帳など）

軽自動車税（種別割）の納税通知書を発送します

▽問い合わせ　課税係（☎２２３‐３５３４）

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2024.5㉗



募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

1� 

日
本
赤
十
字
募
金

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
を
震
源
と
す
る
地
震
は
、
石
川

県
を
中
心
に
甚じ
ん
だ
い大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
多
く
の
人
々
が
避
難
生
活
を

送
る
中
、
日
本
赤
十
字
社
は
発
生
直
後

か
ら
救
護
班
の
派
遣
や
救
援
物
資
の
配

布
な
ど
被
災
地
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
外
で
発
生
し

た
自
然
災
害
へ
の
救
援
物
資
活
動
、
国

際
救
助
活
動
、
深
刻
な
飢
餓
や
生
活

困こ
ん
き
ゅ
う
窮
に
苦
し
む
人
た
ち
の
支
援
に
も
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
赤
十
字
活
動
を
支
え
る
た

め
、
役
場
へ
の
募
金
箱
の
設
置
や
、
自

治
区
な
ど
を
と
お
し
て
募
金
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
く
の
金
融

機
関
（
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
福
岡
銀
行
、
郵

便
局
）
で
も
募
金
で
き
ま
す
。
金
融
機

関
に
あ
る
「
専
用
振
込
用
紙
」
で
振
り

込
み
の
場
合
は
、
振
込
手
数
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

��

2 

更
生
保
護
募
金

　

法
務
大
臣
の
委い
し
ょ
く嘱
を
受
け
た
保
護
司

の
主
な
活
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

年金を増やしませんか
◦付加年金
　国民年金定額保険料に付加保険料（月額４００円）を上乗せして納めると、将来受け取る老齢基礎
年金（原則65歳から受給可能）に付加年金が上乗せされます。付加年金の年額は、「２００円×付加
保険料納付月数」です。
※�付加保険料を 10年間納付した場合
◦�付加保険料　４００円× 10年（120 月）＝ 4万８０００円
◦�付加年金額　２００円× 10年（120 月）＝ 2万４０００円（上乗せされる年金の年額）
　付加年金を２年間受け取ると、納付した付加保険料総額と同額になります。つまり、元金
が返ってくる形になるので、老後により多く年金を受け取りたい人におすすめの制度です。

　ただし、次の人は付加年金に加入できません。①第２号被保険者（会社員・公務員）②第３号被保
険者（①に扶養されている配偶者）③国民年金基金に加入中の人 ④免除や猶予申請をしている人（免除・
猶予申請を取り下げれば加入できます） ⑤個人型確定拠出年金の掛金が６万８０００円に達している人
※�付加保険料の納付は、申し出をした月分からです。
◦任意加入
　60歳までに老齢基礎年金の受給資格期間（10年）を満たしていない場合や、40年の納付済期
間がないため老齢基礎年金を満額受給できない場合で、厚生年金・共済組合に加入していないとき
は、60歳以降（申し出をした月以降）でも任意加入することができます。
　ただし、任意加入により納付期間が 40年間（480 月）に達した場合は、その時点で任意加入被
保険者の資格がなくなります。
　また、受給権取得のため任意加入する場合は、任意加入することで受給権を取得できるのかどう
か、年金事務所で確認してください（受給権取得のための任意加入期間最長 10年）。
◦�年金額を満額に近づけたい人は 65歳までの間
◦�受給資格を満たしていない人は70歳までの間（ただし、昭和 40年 4月 1日以前に生まれた人に
限られます）
※保険料の納付方法は、原則として口座振替です。

▽ �申し込み　年金手帳と印かんと預金通帳を持って、保険年金係（☎２２３‐３５３２）へ

▽ �問い合わせ　任意加入の納付期間確認＝八幡年金事務所（☎６３１‐７９６２）

みんなの 
ね・ん・き・ん

お
知
ら
せ
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の
改
善
・
更
生
を
助
け
、
再
犯
を
防
止

す
る
こ
と
や
、
犯
罪
・
非
行
の
予
防
な

ど
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
保
護
司
の

活
動
は
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
金
や
保
護

司
が
納
め
る
会
費
な
ど
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
保
護
司
の
活
動
を
支

え
る
た
め
、
今
年
度
も
自
治
区
な
ど
を

と
お
し
て
募
金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

【
共
通
項
目
】

▽�

受
付
期
間　
５
月
１
日
水
～
６
月
28

日
金

▽
募
金
方
法　

①
自
治
区
の
区
長
や
組
長
が
各
家
庭
を

訪
問
し
て
呼
び
か
け
る
募
金

②
役
場
1
階
総
合
案
内
に
設
置
し
た
募

金
箱
へ
の
募
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

対
し
寄
付
を
行
い
ま
し
た

　

１
月
１
日
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、

芦
屋
町
で
は
、
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
石
川
県
に
対
し
、
３
月
25
日
に
５
０

０
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
な
ど
公
共
施
設
８

か
所
に
義
援
金
箱
を
設
置
し
、
芦
屋
町

区
長
会
の
６
万
円
を
は
じ
め
、
３
月
31

日
時
点
で
、
25
万
２
０
１
５
円
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
と
お
し

て
、
被
災
地
に
届
け
て
い
ま
す
。

　

義
援
金
箱
は
当
分
の
間
、
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
・
復

興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
２
）

町
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽�

と
き　

６
月
23
日
日
・
午
前
９
時
開

会
（
8
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ

ー
ナ

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
中
学
生

以
上
の
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

練
習
日　
６
月
17
日
月
、
20
日
木
・
午

後
７
時
～
10
時

▽�

申
し
込
み　
各
自
治
区
で
取
り
ま
と

め
の
う
え
、
６
月
11
日
火
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

町
内
の
自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
シ
ス

テ
ム
）
を
設
置
し
た
個
人
ま
た
は
、
あ

ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た
住

宅
を
自
ら
居
住
す
る
目
的
で
購
入
し
た

個
人
を
対
象
に
、
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▽�

交
付
額　
シ
ス
テ
ム
の
公
称
最
大
出

力
値
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
２
万
円

（
上
限
８
万
円
）

※�

電
力
会
社
と
の
余
剰
電
力
の
受
給
契

約
締
結
か
ら
１
年
以
内
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

※�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
８
）

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。

▽ �とき　５月11日土・午前８時30分～正午
※�急きょ中止になる場合は、
　ホームページに掲載します。

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は、申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人
確認書類、住民基本台帳カード（持っている
人のみ）

※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。不明な場合は問
い合わせてください。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で日没～午
後９時ごろに夜間飛行訓練を行います。

と　き 予備日

ジェット機 ５月８日水・
９日木

13日月・14日火・
15日水

救難ヘリコプター
救難捜索機 毎週月・火曜日水・木・金曜日

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

休日窓口
町ホームページ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2024.5㉙



中
央
公
民
館
講
座

春
を
彩
る
苔
玉
作
り  

　

野
山
に
咲
く
草
花
を
使

っ
て
、
春
を
彩
る
自
分
流
の

苔こ
け
だ
ま玉
を
作
り
ま
す
。
う
ま
く

作
る
コ
ツ
を
優
し
く
、
丁
寧
に
教
え
ま

す
。
で
き
あ
が
っ
た
苔
玉
は
持
ち
帰
り

で
き
ま
す
。
玄
関
や
居
間
に
、
自
作
の

苔
玉
で
彩
り
を
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
５
月
11
日
土
・
午
前
９
時
30

分
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
吉
岡
学ま
な
ぶさ
ん
（
樹
木
医
）

▽
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽
参
加
費　
１
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

４
月
26
日
金
か
ら
受
け

付
け
。
午
前
9
時
～
午
後
5
時
に
電

話
で
中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
‐
１

６
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

第
65
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

　

芦
屋
町
を
代
表
し
て
、
郡
民
体
育
大

会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
７
月
21
日
日
・
午
前
８
時
30

分
か
ら
総
合
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
町
総
合
体
育
館
（
開

会
式
終
了
後
に
郡
内
の
各
会
場
で
競

お
知
ら
せ

　令和６年度の狂犬病予防集合注
射と犬の登録を行います。

▽ �予防注射
　狂犬病予防法により、生後 91日
以上の飼い犬の狂犬病の予防注射
を右記の日程で行いますので、必ず
受けさせてください。
◦�費用 ３１５０円（注射手数料 
２６００円と注射済票交付手数
料５５０円）
◦��注射には、犬の取り扱いと問診
への回答が十分できる人が来て
ください。なお、犬を制御でき
ない場合は、注射することはで
きません。
※�動物病院で受ける人は、注射後、
注射済票交付の手続きを役場で
行ってください。

▽ �登録
　狂犬病予防法により、犬を取得
した日（生後 90日以内の犬を取得
した場合は生後 90 日を経過した
日）から 30日以内に犬の登録をし
なければなりません。
◦�費用　３０００円
※�飼い犬が死んだ場合などは、登
録抹消の手続きを役場で行って
ください。
※�芦屋町から転出した場合は、転出
先の自治体で手続きが必要です。

とき ところ

５月 14日火

午後１時 20分 ～ 1時 40分 粟屋公民館

午後１時 55分 ～ 2時 15分 浜口町公民館

午後２時 30分 ～ 3時 00分 役場衛生倉庫前

５月 15日水

午前 10時 00分 ～ 10時 10分 高浜町公民館

午前 10時 25分 ～ 10時 45分 町民会館前

午前 11時 00分 ～ 11時 20分 柏原公民館

午前 11時 35分 ～ 11時 45分 山鹿公民館

午後１時 20分 ～ 1時 30分 大君公民館

午後１時 45分 ～ 2時   5 分 花美坂公民館

午後２時 20分 ～ 02時 30分 東町公民館（祇園町）

５月 16日木

午前 10時 00分 ～ 10時 10分 はまゆう公民館

午前 10時 25分 ～ 10時 35分 田屋公民館

午前 10時 50分 ～ 11時 00分 江川台公民館

午前 11時 15分 ～ 11時 35分 役場衛生倉庫前

※狂犬病予防注射済票は、必ず首輪につけましょう。
※愛犬のフンは、放置しないでその場で片付けてください。

▽ �問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐３５３８）

犬の狂犬病予防注射と登録を
　　　　　　　　忘れずに！

㉚広報あしや　2024.5



ふれあいコンサートinおかがき
▽ ��とき　７月 12日金・午後６時 30分～８時 30分ごろ

　（開場は５時 30分から）

▽ ���ところ　岡垣サンリーアイハミングホー
ル（岡垣町野間）

▽ ��内容　航空自衛隊西部航空音楽隊（春日
基地）による演奏

▽ ��対象　小学生以上（未就学児は入場できません）

▽ ��料金　無料

▽ ���応募方法　往復はがきによる申し込み（はがき１枚につ
き、２人まで入場できます。応募者多数の場合は抽せん）

▽ ����応募要項　下記のように往復はがきに記入してください。

▽ ����応募期限　６月５日水（必着）

▽ ��抽せん結果　６月下旬に抽せん結果を印字した返信用は
がきを送付します。

▽ ��そのほか　応募に関する個人情報は、本コン
サート関連の業務などにのみ使用し、目的以
外で使用することはありません。

▽ ���問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室ふれ
あいコンサート係（☎２２３‐０９８１内線
３４４）

【返信面を開いた状態】
①人数（１枚で２人まで） 
②代表者（１人目の人）
 ・氏名（ふりがな）
 ・年齢
 ・郵便番号
 ・住所
 ・連絡先（携帯電話）
 ・�車いす席の希望
③同行者（２人目の人）
 ・氏名（ふりがな）
 ・年齢 
 ・�車いす席の希望

代表者の
郵便番号

代
表
者
の
住
所

代
表
者
の
氏
名

返信

【往信面を開いた状態】

ここには何も書かない
でください。

抽せん結果を印字して
返信します。

807-0133
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町

大
字
芦
屋
１
４
５
５
番
地
１

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
渉
外
室

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
係

往信

航空自衛隊
芦屋基地ホ
ームページ

技
が
行
わ
れ
ま
す
）

※�
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
は
７
月
14
日
日
に

岡
垣
町
・
水
巻
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で

行
わ
れ
ま
す
。

▽�

申
込
期
限　
６
月
21
日
金

【
水
泳
大
会
】

▽�

と
き　
７
月
７
日
日
・
午
前
９
時
か

ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　
水
巻
町
総
合
運
動
公
園
プ

ー
ル

▽�

対
象　
少
年
の
部
（
小
学
生
～
高
校

生
）・
一
般
の
部
（
18
歳
以
上
）

▽�

種
目　
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ

ラ
イ
・
背
泳
ぎ
（
各
50
ｍ
）・
リ
レ
ー

（
各
町
対
抗
）

※�

本
大
会
は
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
選

手
選
出
の
予
選
会
で
す
。

▽�

申
込
期
限　
５
月
31
日
金

【
陸
上
大
会
】

▽�

と
き　
８
月
４
日
日
・
午
前
９
時
か

ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
町
総
合
運
動
公
園
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽�

種
目　

小
学
生
男
子
・
女
子
の
部

（
１
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
４
×
１
０

　
０
ｍ
リ
レ
ー
）

　

�

中
学
生
男
子
・
女
子
の
部
（
１
０
０

ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
・
４
×

１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
走
り
幅
跳
び
）

　

�

一
般
男
女
・
壮
年
男
女
の
部
（
１
０
０

ｍ
・
走
り
幅
跳
び
）

　

�

青
年
男
子
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
４
０
０

　
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
・
走
り
幅
跳
び
）

　

�

青
年
女
子
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
２
０
０

　
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
走
り
幅
跳
び
）

▽�

申
込
期
限　
６
月
21
日
金

【
共
通
項
目
】

▽�

参
加
資
格　
５
月
１
日
以
前
か
ら
郡

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア

競
技
者

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町

体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
８
）

※�

申
し
込
み
用
紙
は
体
育
協
会
に
あ
り

ま
す
。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2024.5㉛



芦
屋
釜
の
里
・
歴
史
の
里

イ
ベ
ン
ト
情
報

❶
錫す
ず
の
古こ
い
ん印
作
り

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の
古
印
を
作
り

ま
す
（
桐き
り
箱
付
き
）。

▽�

と
き　

４
月
27
日
土
・
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽
対
象　
小
学
３
年
生
以
上

※�

小
学
４
年
生
以
下
の
参
加
に
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▽�

定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
中
学
生
以
上
１
３
０
０
円
、

小
学
生
１
２
０
０
円（
入
館
料
を
含
む
）

▽�

申
し
込
み　
４
月
20
日
土
～
26
日
金
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋

釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐
５
８
８
１
）
へ

❷��

開
園
記
念
茶
会

　
春
う
ら
ら
か
な
５
月

に
芦
屋
釜
の
里
開
園
記

念
茶
会
を
行
い
ま
す
。

誰
で
も
楽
し
め
る
茶
会

で
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
・
内
容　
５
月
３
日
金
＝
薄う
す
ち
ゃ茶

（
裏
千
家
）、
４
日
土
＝
薄
茶
（
表
千

家
）、
５
日
日
＝
煎せ
ん
ち
ゃ茶
（
小お
が
さ
わ
ら

笠
原
流
）。

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

参
加
費　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０

０
円
（
入
館
料
と
お
茶
代
）

❸���

八は
っ
さ
く朔
の
わ
ら
馬
づ
く
り
講
習
会

　

国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る

八
朔
行
事
は
、
こ
ど

も
の
健
や
か
な
成

長
を
願
っ
て
行
わ
れ

る
芦
屋
町
の
伝
統

行
事
で
す
。
一
緒
に
八
朔
の
わ
ら
馬
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

▽�
と
き　
５
月
19
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館
１
階

▽�

講
師　
筑
前
芦
屋
だ
ご
び
ー
な
と
わ

ら
馬
の
会

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※�

小
学
２
年
生
以
下
の
参
加
に
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
５
月
２
日
木
～
12
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

❹���

芦
屋
町
郷
土
史
研
究
会　
70
周
年
記

念
講
演
会
「
海
の
考
古
学
か
ら
み
た

芦
屋
の
旅た
び
ゆ
き行
商
人
」

　

江
戸
時
代
、
芦
屋
の
旅
行
商
人
が

伊い

ま

り
万
里
に
行
き
、
有
田
焼
を
仕
入
れ
、

全
国
へ
交
易
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
芦
屋
の
歴
史
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　
５
月
26
日
日
・
午
後
１
時
45

分
～
３
時
15
分

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
講
座
室

▽��
講
師　
野の

が
み上
建た
け
の
り紀
さ
ん
（
長
崎
大
学
大

学
院
教
授
）

▽��
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽��
参
加
費　
２
０
０
円
（
入
館
料
）

▽�

申
し
込
み　
５
月
１
日
水
か
ら
・
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史
の

里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

【
共
通
項
目
】

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
翌
平
日
休
館
で
す
。

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
自
己

搬
入
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応

　
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
ご
み

を
自
己
搬
入
し
た
と
き
の
支
払
い
は
現

金
の
み
で
し
た
が
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
利
用
可
能
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
】

⃝

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
V
I
S
A
、

M
a
s
t
e
r
c
a
r
d
、
J
C
B

な
ど
）
⃝
電
子
マ
ネ
ー
（
i
D
、

Q
U
I
C
P
a
y
、
楽
天
E
d
y
、

n
a
n
a
c
o
、
W
A
O
N
、

交

通
系
電
子
マ
ネ
ー
）
⃝
コ
ー
ド
決
済

（
P
a
y
P
a
y
、d
払
い
、a
u
P
a
y
、

楽
天
P
a
y
、
メ
ル
ペ
イ
な
ど
）

【
注
意
事
項
】

⃝
�

電
子
マ
ネ
ー
と
現
金
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

⃝
�

遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
現

金
チ
ャ
ー
ジ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、
遠

賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
・
中
間
リ
レ
ー

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
８
２
‐
５
３
４
１
）

遠賀・中間
リレーセンター

テ
レ
ビ
の

ｄｄ
ボ
タ
ン
広
報
誌
で

ま
ち
の
わ
だ
い
が

見
ら
れ
る
！

　
５
月
か
ら
芦
屋
町
の
ｄ
ボ
タ
ン
広

報
誌
で
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◁�

問
い
合
わ
せ　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係　
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
１
）

お
知
ら
せ

広報あしや　2024.5 ㉜



広
告

●地上防除

▽ とき　５月 22 日水・午前４時 30 分ごろ〜午後２
時 30分ごろ

▽防除区域　
①夏井ヶ浜はまゆう公園　 ②洞山・堂山

③白浜保安林・芦屋海浜公園・浄化センター周辺・
　芦屋小学校内

④鶴松墓地・鶴松保安林・浜口県営住宅周辺・芦屋東
小学校内・高浜町営住宅・緑ヶ丘町営住宅・芦屋東公
民館周辺・子育て支援センター周辺（図の太枠内参照）

▽問い合わせ　農林水産係（☎２２３‐３５４４）

 芦屋町の松を守るため
松くい虫防除を行います

③

④

① ②

●航空防除

▽とき　５月中旬予定・午前５時〜８時 30分ごろ

▽防除区域　航空自衛隊芦屋基地内

▽問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地教務課
　（☎２２３‐０９８１）
●注意点（地上防除・航空防除共通）
◎防除当日は、松の木の周辺や空き地に車などを駐
車しないでください。
◎安全性の高い薬剤を使用していますが、飲食物や
洗濯物、鳥かごなどに薬剤がかからないよう、家
の中に入れ、窓は締め切ってください。
◎雨天などの場合は、翌日以降に延期します。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

高齢者を中心にトラブル急増
突然来訪する給湯器の点検事業者
にご注意ください！

＜事例＞
　給湯器の無料点検をする、と事業者が
自宅を来訪。以前購入したメーカーの担当
者か販売店だと思い込み、応じた。「劣化
している。このままでは火事になり、ご近
所に迷惑がかかる」と告げられ不安になっ
た。「今日ならキャンペーンでお安く提供
できる」と言われたため給湯器を買い換え
たが、契約書には知らない事業者名が記
載されていた。勘違いして契約してしまっ
たことに気づき知人からも販売価格が高
すぎるのではないか、と言われたことから
契約解除を申し出たが、「クーリング・オ
フの期間は過ぎている」と断られた。
� （80歳　女性）
＜注意＞
■�電話や訪問で点検を持ち掛ける事業者
には、給湯器に関わらず、安易に点検
させない。
■�点検を断りたいときは、ドアを開けず
インターホン越しに断る。
■�その場では契約せず、十分に比較検討
する。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３‐３５４３）※環境住宅課内

消費者ホットニュース

広報あしや　2024.5㉝



住
民
監
査
請
求
監
査
結
果
（
概
要
）

�　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
監
査
委
員

に
対
し
て
住
民
監
査
請
求
書
が
提
出
さ

れ
た
の
で
、
監
査
の
結
果
（
概
要
）
を

公
表
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
監
査
結

果
の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１　
請
求
人　
（
略
）

２　
請
求
書
の
提
出

　
令
和
６
年
１
月
22
日
に
提
出
が
あ
り
、

補
正
書
の
提
出
後
に
要
件
審
査
を
行
い

２
月
６
日
に
受
理
し
た
。

３　
請
求
の
要
旨
（
要
約
）

◎�

令
和
３
年
４
月
、
大
字
山
鹿
２
６
２
７

番
地
の
水
路
の
一
部
約
12
ⅿ
が
不
法

に
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
。

水
路
埋
没
は
隣
接
す
る
Ａ
氏
の
斜
面

土
地
の
盛
土
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

◎�

町
有
地
の
占
有
が
奪
わ
れ
、
水
路
に

供
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
町
有

財
産
の
管
理
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
。

◎�

妨
害
排
除
請
求
権
や
妨
害
排
除
予
防

請
求
権
を
行
使
せ
ず
、
土
砂
の
中
の

産
廃
物
の
有
無
を
調
査
し
て
い
な
い
。

◎�

町
の
許
可
な
く
町
有
地
の
占
有
を
奪

わ
れ
て
い
る
。

◎�

所
有
権
が
侵
害
さ
れ
、
占
用
料
が
得

ら
れ
て
い
な
い
。

◎�

水
路
の
埋
没
に
よ
り
雨
水
排
水
機
能

が
奪
わ
れ
、町
の
信
頼
の
失
墜
も
あ
る
。

◎�

町
は
所
有
権
に
基
づ
く
妨
害
排
除
請

求
や
妨
害
予
防
請
求
を
行
い
、
Ａ
氏

に
対
し
、
①
土
砂
の
除
去
②
Ａ
氏
土

地
の
旧
斜
面
部
分
の
盛
土
の
除
去
③

除
去
の
完
了
ま
で
に
年
額
６
１
４
８

円
の
割
合
で
町
へ
の
金
員
の
支
払
い

④
町
に
対
し
、
水
路
の
原
状
回
復
工

事
に
係
る
町
の
許
可
更
新
の
差
止
め

⑤
そ
の
他
原
状
回
復
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
、
を
求
め
る
。

４　
監
査
対
象
事
項

　

請
求
人
が
主
張
す
る
水
路
の
不
法
な

埋
立
て
が
「
違
法
若
し
く
は
不
当
に
財

産
の
管
理
を
怠
る
事
実
」
に
該
当
す
る

か
否
か
を
監
査
し
た
。

５　
監
査
対
象
課　
産
業
観
光
課

６　
監
査
の
概
要

　

請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述
の
実
施
、監
査
対
象
課
の
調
査・陳
述
、

関
係
人
調
査
、
弁
護
士
か
ら
の
意
見
聴

取
、
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

７　
監
査
委
員
の
判
断
と
監
査
結
果

　

水
路
を
不
法
に
埋
立
て
ら
れ
た
事
実

は
あ
る
が
、
産
業
観
光
課
職
員
は
水
路

の
原
状
回
復
を
図
る
た
め
調
査
を
行
い

原
因
者
Ｂ
を
特
定
し
、
令
和
３
年
11
月

に
は
Ｂ
に
よ
る
原
状
回
復
工
事
が
実
施

で
き
る
よ
う
工
事
の
許
可
を
行
っ
た
。

令
和
６
年
３
月
時
点
で
工
事
は
実
施
で

き
て
い
な
い
が
、
原
状
回
復
工
事
の
許

可
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
隣
接
地
に
配

慮
し
て
工
事
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
こ
と
等
諸
般
の
事
情
に
照
ら
す
と
、

何
ら
の
措
置
を
講
じ
ず
財
産
の
管
理
を

怠
る
事
実
が
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ

ず
、
請
求
人
の
主
張
に
理
由
は
な
く
、

被
っ
た
損
害
の
有
無
を
判
断
す
る
ま
で

も
な
く
、
請
求
を
棄
却
す
る
。

８　
監
査
委
員
の
意
見　

①�

水
路
の
適
正
な
管
理
が
行
え
る
よ
う

更
な
る
取
り
組
み
を
求
め
る
こ
と
。

②�

原
状
回
復
工
事
が
未
だ
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
早
期
適
正
化
に
向
け
て
取

り
組
ま
れ
た
い
。

③�

水
路
を
含
め
た
法
定
外
公
共
物
の
管

理
基
準
等
を
示
す
条
例
等
の
制
定
の

検
討
。

④�
請
求
の
工
事
許
可
の
差
止
め
及
び
産

廃
物
の
調
査
は
監
査
対
象
と
な
る
財

務
会
計
上
の
行
為
に
あ
た
ら
ず
監
査

委
員
が
判
断
す
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
雨
水
等
の
排
水
機
能
は
、
水

路
の
機
能
と
い
う
面
か
ら
み
た
場
合
、

監
査
の
対
象
と
な
る
財
産
に
当
た
ら

な
い
こ
と
を
付
記
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ　
監
査
事
務
局

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

職
業
訓
練
生
（
７
月
生
）
募
集

▽�

募
集
科
目
・
定
員　
C
A
D
/
C
A
M

　
科
・
15
人

▽�

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指

示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
た
人

▽�

訓
練
期
間　
７
月
２
日
火
～
12
月
23

日
月

▽�

募
集
期
間　
５
月
７
日
火
～
６
月
７

日
金

▽�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡（
八

幡
西
区
黒
崎・コ
ム
シ
テ
ィ
６
階
）（
☎

６
２
２
‐
５
５
６
６
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡
受
講
者
係
（
☎
６
４
１
‐
６
９

０
９
）

マ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
北
九
州

職
業
訓
練
講
座
案
内

❶
調
理
師
受
験
対
策
講
座

▽�

定
員　
40
人

▽�

訓
練
期
間　
８
月
21
日
水
～
９
月
25

日
水
（
毎
週
水
曜
日
、
全
6
回
）

▽�

受
講
料　
２
万
５
０
０
０
円
（
教
材

費
を
含
む
）

❷�

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）

住民監査請求結果
町ホームページ

お
知
ら
せ
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事業計画を策定しました

第 3次芦屋町地域福祉計画
　�　地域のさまざまな問題・課題を解決する
ために、住民・福祉サービス事業者・行政
などが一体となって取り組む地域福祉の推
進のあり方を定めた「第３次芦屋町地域福
祉計画」を策定しました。計画期間は、令
和 6年度から 5年間です。
▷�問い合わせ　高齢者支援係　　
（☎２２３‐３５３６）

第９期芦屋町高齢者福祉計画
　�　高齢者の皆さんがいつまでも住み慣れた
地域で安心して生活できるように、高齢者
の健康や介護予防、在宅支援、認知症施策
などを定めた「第９期芦屋町高齢者福祉計
画」を策定しました。計画期間は、令和 6
年度から３年間です。
▷�問い合わせ　高齢者支援係　　
（☎２２３‐３５３６）

第４期芦屋町障害者計画　第７期芦屋町障害福祉計画
　�　障がいの有無に関わらず、すべての人がお互いの
人権や尊厳を大切にし、支えあい、誰もが生き生き
とした人生を享受することができる共生社会を実現
するために、計画期間が令和６年度から 6年間の「第
４期芦屋町障害者計画」、計画期間が３年間の「第
7期芦屋町障害福祉計画」を策定しました。
▷�問い合わせ　障がい者・生活支援係　　
　（☎２２３‐３５３０）

第２次芦屋町環境基本計画
　�　住民・事業者・町が連携・協力
し、町の環境課題に取り組むため
の基本的な指針として「第２次芦
屋町環境基本計画」を策定しまし
た。計画期間は、令和 6年度から
10年間です。

▷�問い合わせ　環境・公園係
（☎２２３‐３５３８）

▽�

定
員　
50
人

▽�

訓
練
期
間　
６
月
18
日
火
～
９
月
13

日
金
（
お
お
む
ね
毎
週
火
・
金
曜
日
、

全
20
回
）

▽�

受
講
料　
３
万
２
１
０
０
円
（
教
材

費
を
含
む
）

【
共
通
項
目
】

▽�

対
象　
令
和
６
年
度
受
講
希
望
者

▽��

と
こ
ろ　
マ
イ
テ
ク
・
セ
ン
タ
ー
北

九
州
（
八
幡
東
区
大
蔵
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
マ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

北
九
州
（
☎
６
５
１
‐
３
７
７
５
）

　芦屋町役場庁舎と一部の公共施設で、Wi-Fi 環境を整備し
ています。

▽ �利用できるところ　中央公民館、総合体育館、
芦屋町役場、町民会館

▽ �接続方法　SSID「FREESPOT] を選択。
　パスワードに「freespot」と入力。
※詳しくは、町ホームページを確認してください。

▽ �問い合わせ　デジタル推進係　（☎２２３‐３５７５）

　　Wi-Fi（公衆無線 LAN）使えます

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp広報あしや　2024.5㉟



　　令和５年度、芦屋町青少年体験活動「あしやハンズ・オン・キッズ」事業では、町内の小学４年
生から６年生まで28人の仲間たちが「１人はみんなのために、みんなは１人のために」をテーマ
にさまざまな体験活動にチャレンジしてきました。１年間の活動を感想と写真を添えて紹介します。

食育
　
　冷凍食品の正しい知識と食事の栄養バランスの大切さを学びま
した。そして、冷凍食品を使って時間を有効に使うことと、楽し
く調理するすばらしさを知りました。これからも好き嫌いせずご
飯を食べたいです。

～冷凍食品で手間抜きクッキング～

サマーキャンプ
　
　一人一人が係の仕事に責任をもって行動した結果、カレーライ
スはおいしく作れ、２日間楽しく過ごせました。サマーキャンプ
での班の反省は、集合時間に遅刻をしてしまったことです。これ
からは時計を見て行動していきたいです。

～１泊２日の宿泊体験～

パラスポーツ
　
　すずの音を頼りにプレーするのは難しかったけれど、最後にボ
ールが取れてうれしかったです。パラスポーツは道具やルールを
工夫することで、みんなが楽しくスポーツをすることができます。
これからも、いろんな人に平等に優しくしていきたいです。

～ゴールボール体験～

広報あしや　2024.5 ㊱



次のチャレンジャーは君だ！
　　　～研修生募集～
　５月にハンズ・オン・キッズ研修生を募集
します。楽しい経験ができるチャンスです。
あなたもハンズ・オン・キッズに参加してみ
ませんか。� ▽問い合わせ　社会教育係
　� （☎２２３- ３５４６）

　研修生たちは、さまざまな体験
をとおしてチャレンジ精神を育む
とともに、社会性や規範意識が芽
生えてきたようです。あしやハン
ズ・オン・キッズでの１年間の活
動が研修生の今後の生活に生かさ
れ、地域や学校での飛躍につなが
ることを期待しています。

おもしろ科学
　
　プラネタリウムで星座の名前や星の並び方、動き方を知りまし
た。とても面白くてすごく勉強になりました。科学の技術を使って、
花火のことや災害のことを学びました。そして、もっと知りたい
と思いました。災害に備えて必要な道具をそろえたいです。

～ inスペースLABO～

　
　紙のリサイクルについて学習して、使われなくなった紙をはがき
にしました。紙をちぎって水と一緒にミキサーに入れ、型に流して
水を抜きます。破れないように厚紙に置くのが難しかったです。こ
れからもいろんな物をリサイクルしていきたいです。

エコチャレンジ
～手すきはがきづくり～

出店体験
　ぼくの班はボウリングをしました。ぼくは声かけ係で、大きい声
を出すことを意識して呼びこみました。出店体験で働くことの大変
さとお金の大切さが分かりました。これからはお金を大切に使い、
将来働く時にこの経験を生かしていきたいです。

～祭りあしやでゲームコーナーの運営～

ウィンターキャンプ
　しめ縄は、神様が宿る神聖な場所であることを示すそうです。
冬の行事に意味や願いがあることを知りました。冬という季節を
もっと楽しめるようになったと思います。これからもいろんなこ
とにチャレンジし、学び続けたいです。

～しめ縄づくり＆クリスマス会～
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【
４�

月
１
日
付
】

《
採
用
》

　

�

都
市
整
備
課
＝
本
末
不
比
等
、
立
花

友
里
恵
、
住
民
課
＝
野
村
真
優
子
、

企
画
政
策
課
＝
入
澤
侑
人
、
健
康
・

こ
ど
も
課
＝
宮
田
麻
里
子
、
環
境
住

宅
課
＝
山
口
桃
香
、
福
祉
課
＝
廣
戸

み
な
み
、
緒
方
宏
徳
、
税
務
課
＝
村

田
健
弥

《
異
動
》（　
）
内
は
旧
所
属

　

�

総
務
課
長
＝
佐
竹
功
（
財
政
課
長
）、

企
画
政
策
課
長
＝
本
郷
宣
昭
（
健
康
・

こ
ど
も
課
長
）、
財
政
課
長
＝
池
上
亮

吉
（
企
画
政
策
課
長
）、
健
康
・
こ
ど

も
課
長
＝
塩
田
健
司
（
健
康
・
こ
ど

も
課
子
育
て
支
援
係
長
）、
環
境
住
宅

課
長
＝
新
開
晴
浩
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
局
事
業
課
長
）、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
局
事
業
課
長
＝
横
田
和
雄
（
議

会
事
務
局
事
務
係
長
）

【
３
月
31
日
付
】

《
退
職
》

　

�

廣
渡
寛
佳
、
宮
下
い
づ
み

※�

係
長
以
下
の
配
置
異
動
な
ど
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

役
場
の
人
事

新人職員紹介

　
１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ

う
に
精
一
杯
努
め
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 住民課

野村 真優子

　
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
丁
寧
に
確

実
に
こ
な
し
、
１
日
で
も
早
く
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

環境住宅課
山口 桃香

　
不
慣
れ
な
点
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
業
務
内
容
を
覚
え
て
即
戦

力
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 都市整備課

本末 不比等

　
芦
屋
町
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

都市整備課
立花 友里恵

　
芦
屋
町
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、丁
寧
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
み

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

企画政策課
入澤 侑人

　
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
よ
う
な
職
員
を
目
指
し
ま
す
。

よ
り
よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

福祉課
葊戸 みなみ

　
社
会
福
祉
士
と
し
て
、
い
ち
早

く
専
門
的
な
分
野
で
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福祉課
緒方 宏徳

　
１
日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
力
に
な
れ

る
よ
う
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 健康・こども課

宮田 麻里子

　
業
務
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
町

民
の
皆
さ
ん
を
笑
顔
に
で
き
る
よ

う
考
え
、
行
動
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

税務課
村田 健弥
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㊴

あ
し
や
歴
史
探
訪

　
月つ

き
の
き軒
遺
跡
の
再
評
価
①

東
ア
ジ
ア
の
動
乱

百
済
滅
亡
と
白
村
江
の
戦
い

　

今
回
は
、
東
ア
ジ
ア
の
話
か
ら
始
ま

り
、芦
屋
の
歴
史
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　
紀
元
前
2
世
紀
頃
、漢
の
武
帝
が
朝
鮮

を
攻
略
し
て
楽ら
く
ろ
う浪
郡ぐ
ん

を
置
き
、
直
轄
領

と
し
ま
す
。
し
か
し
、
漢
や
魏ぎ

、
そ
の
後

の
晋し
ん
が
衰
退
し
て
く
る
と
、３
１
３
年
に

高こ
う
く
り
句
麗
が
楽
浪
郡
を
攻
略
し
、中
国
に
よ

る
朝
鮮
支
配
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の

頃
か
ら
朝
鮮
半
島
は
、
高
句
麗
、
百く
だ
ら済
、

新し
ら
ぎ羅
の
三
国
時
代
へ
と
移
っ
て
い
き
ま

す
。
日
本
は
、
4
世
紀
頃
か
ら
朝
鮮
半

島
へ
出
兵
を
繰
り
返
し
て
い
た
よ
う
で
、

任み
ま
な那
・
伽か

や耶
と
い
っ
た
地
域
を
影
響
下
に

置
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。こ
の

三
国
鼎て
い
り
つ立
状
態
は
、外
部
の
力
が
影
響
し

や
す
い
も
の
の
、当
時
の
日
本
（
ま
だ
倭わ

と
名
乗
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
）
は
、外

交
的
に
も
文
化
的
に
も
未
熟
で
、東
ア
ジ

ア
の
国
際
関
係
を
十
分
に
理
解
・
掌
握
し

た
行
動
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
日
本
に
接
近
し
て
き
た
の

が
百
済
で
し
た
。
軍
事
的
に
は
高
句
麗
が

強
く
、
百
済
は
南
へ
遷せ
ん
と都
を
繰
り
返
し
な

が
ら
存
続
し
て
い
ま
し
た
。
百
済
は
、
中

国
南
朝
と
の
貿
易
を
核
と
す
る
貿
易
国

で
、
中
国
の
仏
教
を
含
め
た
最
新
の
文
物

や
大
陸
文
化
を
日
本
へ
も
た
ら
す
親
日
の

国
だ
っ
た
の
で
す
。６
１
８
年
唐と
う
が
興お
こ
り
、

６
４
５
年
唐
の
太た
い
そ
う宗
（
李り

世せ
い
み
ん民
）
が
高
句

麗
討
伐
を
行
い
ま
す
。
続
け
て
、
唐
と
新

羅
の
連
合
軍
が
百
済
の
首
都
扶ふ

よ余
を
落

と
し
、国
と
し
て
の
百
済
は
滅
亡
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
百
済
の
残
党
に
よ
る
百
済

再
興
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
残
党
か

ら
、「
当
時
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
旧
百
済

皇お
う
じ子
、余よ

豊ほ
う
し
ょ
う
璋
を
返
し
て
ほ
し
い
。
彼
を
中

心
に
国
を
再
建
す
る
。
つ
い
て
は
援
軍
も

欲
し
い
」
と
の
要
請
が
大や
ま
と和
王
権
に
届
き

ま
す
。
大
和
王
権
の
斉さ
い
め
い明
天
皇
、
中
な
か
の
お
お
え
の

大
兄

皇お
う
じ子
は
戦
後
の
権
益
を
想
定
し
て
か
、
こ

れ
に
賛
同
し
、
遠
征
軍
が
結
成
さ
れ
る
に

い
た
り
ま
す
。
天
皇
も
皇
子
も
九
州
入
り

し
、
大
宰
府
の
南
方
に
位
置
す
る
朝
倉

広ひ
ろ
に
わ
の
み
や

庭
宮
が
開
か
れ
ま
す
。
遠
征
に
は
２
万

７
０
０
０
人
の
大
軍
を
も
っ
て
臨
み
、
朝

鮮
半
島
西
側
に
位
置
す
る
錦き
ん
こ
う江
河
口
の

白は
く
す
き
の
え

村
江
に
て
唐・新
羅
連
合
軍
と
戦
い
、
悲

惨
な
敗
戦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
敗
戦
理
由
で
す
が
、
白
村
江
に
お
け
る

倭
国
軍
の
実
態
は
、
国こ
く
ぞ
う
ぐ
ん

造
軍
（
地
方
豪
族

が
率
い
る
軍
）
が
集
ま
っ
た
混
合
軍
で
あ

る
た
め
、
統
制
が
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
時
の
倭
国
軍
は
、何
度

も
朝
鮮
半
島
へ
の
出
兵
を
経
験
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
動
員
や
兵へ
い
た
ん站
の
面

で
未
経
験
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
指

揮
系
統
の
未
確
立
・
慣
れ
な
い
組
織
戦
・

戦
術
構
成
が
全
く
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、「
日
本
の
諸
将

は
気
象
を
知
ら
ず
」と
記
録
が
あ
り
ま
す
。

現
地
の
気
象
・
潮
の
流
れ
・
地
形
を
調
べ

る
こ
と
な
く
、
倭
国
軍
は
戦
い
に
突
入
し

た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、
倭
国
軍
が
、

「
わ
れ
ら
先
を
争
わ
ば
、彼
ま
さ
に
自
ず
か

ら
引
く
べ
し
（
手
柄
を
立
て
る
べ
く
競
っ

て
行
け
ば
、
彼
ら
は
蜘く

も蛛
の
子
を
散
ら
す

よ
う
に
逃
げ
出
す
で
あ
ろ
う
）」
と
言
っ

て
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
対
戦
相
手
の
実
情
も
知
ら
ず
、
作
戦

も
な
し
で
倭
国
軍
は
戦
い
に
臨
ん
だ
の
で

し
た
。
そ
の
結
果
、「
と
き
の
ま
に
官
軍
敗

れ
ん
」と
記
録
が
あ
る
よ
う
に
、あ
っ
と
い

う
間
に
歴
史
的
大
敗
北
を
喫
し
ま
し
た
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
三
十
六

△７世紀の韓半島

▼
4
月
か
ら
機
構
改
革
で
、
広
報
情

報
係
か
ら
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

係
に
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し

い
係
名
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
、
電

話
で
昔
の
係
名
を
言
っ
て
し
ま
い
そ

う
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
新
し
い

係
名
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係

を
覚
え
て
ほ
し
い
で
す
。�

（
手
塚
）

▼
町
で
す
て
き
な
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

ま
す
。「
私
は
85
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。
あ
る
日
の
こ
と
、
私
は
通
院

や
買
い
物
な
ど
で
、
朝
早
く
か
ら
午

後
３
時
ま
で
歩
き
続
け
て
へ
と
へ
と

で
し
た
。
私
が
手
す
り
を
持
っ
て
休

ん
で
い
た
ら
、
近
く
で
遊
ん
で
い
た

こ
ど
も
た
ち
が
気
付
き
、
声
を
か
け

て
く
れ
た
ん
で
す
。
一
人
は
手
を
取

り
荷
物
を
持
っ
て
く
れ
、
も
う
一
人

は
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

呼
び
に
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
聞
く

と
、
ま
だ
小
学
１
～
３
年
生
と
の
こ

と
。
疲
れ
も
吹
き
飛
ぶ
、
う
れ
し
い

で
き
ご
と
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
私

も
、
そ
の
日
一
日
ほ
っ
こ
り
し
た
気

持
ち
で
過
ご
し
ま
し
た
。�

（
野
中
）

▼
今
年
の
4
月
よ
り
異
動
し
て
き
ま

し
た
篠
塚
で
す
。
前
部
署
で
は
主
に

あ
し
や
砂
像
展
な
ど
の
町
内
イ
ベ
ン

ト
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
の
魅
力
な
ど
を
紹
介
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
町
の
魅
力
を
伝
え
た
く

な
る
よ
う
な
広
報
に
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
篠
塚
）

編

集
後
記

▷
法
隆
寺　
百
済
観
音
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のびのび！元気に！のびのび！元気に！
３月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人85
人187死亡

人７
人26

令和６年３月末日現在 令和５年３月末日現在
人　口
男　性6,220
女　性6,589
世帯数6,401

人
人 6,319

6,693
6,409 世帯

人
人

世帯

12,809 人 13,012 人

広報あしや／●毎月１回（25 日）発行　●芦屋町役場企画政策課シティプロモーション係  ☎ 093（223）
3571 〒 807-0198  福岡県遠賀郡芦屋町幸町２-20 ●印刷　社会福祉法人福岡コロニー

　オオキンケイギクは北米原産の多年草で、５月～７月
ごろにかけて黄色のコスモスに似た花を咲かせます。繁
殖力がとても強く、一度定着すると、日本在来の野草の
生息場所を奪い、周囲の生態系を一変させてしまいます。
　そのため特定外来生物に指定され、栽培や野外に放つ
ことなどが禁止されています。所有地などに繁殖している
場合は、駆除（除草）をお願いします。

▽ �駆除の方法　根から株ごと引き
抜き、種子や根を落とさないよう
に袋に入れて密閉し、枯らした後
に燃えるごみで出してください。

▽ �問い合わせ　環境・公園係（☎２
２３‐３５３８）

このような植物には注意してください！

△芦屋町の沿道に生えている様子

△このような花です。繁殖力が強く増殖します

オオキンケイギクを
みんなで駆除しよう！

～日本に昔からある植物を守るために～

　きれいな「けし」の花を見かける季節になり
ましたが、「けし」には植えて良いものと、悪
いものがあります。
▷�植えてはいけない「けし」の特徴
⃝草丈が大きく１ｍ以上になる
⃝全体が白っぽい緑色をしており、毛がない
⃝茎を抱き込むように葉が生えている
⃝�葉が大きく長楕円形で、まわりの切れ込み
が浅い
　主に花びらが薄紫色の「アツミゲシ」が自
生しています。このような「けし」を見かけた
人は、連絡してください。

▽ �問い合わせ　宗像・遠賀保健福祉環境事務
所（☎〈０９４０〉３６‐２０４５）

不正大麻・けし撲滅運動
～きれいなけしの花にご用心～

悪い 良い


